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ごあいさつ
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社会医学講座公衆衛⽣学・教授

川崎 良

⼤阪⼤学のキャンパス・アジア・プラス・プログラムは、東アジアや ASEAN 地域で複雑化する健

康課題に挑むため、グローバルな視点を持った研究者・リーダーの育成を⽬指しています。⼤阪

⼤学を中⼼に、中国・韓国・タイの⼤学と連携し、最先端の研究と国際的な学びの場を提供して

きました。本プログラムは、礒博康・前・公衆衛⽣学教授、⾦井好克・前・⽣体システム薬理学教

授のもと、医学・保健分野では実現が難しかった学⽣交流プログラムとして、現在まで発展的に

継続されてきました。⽇本・中国・韓国の 3 カ国にタイ王国を加えた 4 カ国 8 ⼤学の学⽣が、医

療・保健分野において国境を越え、アジア全体を俯瞰する広い視野で学んでいます。

本プログラムの特徴は、医学部・看護学部の学⽣から博⼠課程の⼤学院⽣まで幅広く交流

している点にあります。また、博⼠課程ではダブルディグリー制度を導⼊し、2 つの⼤学で学位を

取得できる意欲的な教育体制を整えています。さらに、本プログラムでは海外との交流プログラ

ムや⼤学院での専⾨的な学びに加え、企業・研究機関・国際機関でのインターンシップを通じて、
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学⽣⼀⼈ひとりが実践⼒とリーダーシップを着実に⾝につけていきます。この環境で得られる経

験は、単なる学びにとどまらず、将来の進路や視野を⼤きく広げる⼒になります。世界の健康課

題に本気で向き合いたい⽅、⾃分の可能性を試したい⽅にとって、ここは挑戦する価値のあるフ

ィールドです。ぜひ⼀歩踏み出し、グローバルヘルスの未来を切り拓く⼀員になってください。 

本活動報告はこれまでの１０年間の歩みの記録として編纂いたしました。そして、2026

年 3 ⽉現在、次の 5 年間の継続とさらなる発展・拡充を計画しています。学部カリキュラムへの

組み⼊れや、修⼠課程、博⼠課程でのさらなる交流などを計画しています。先⼈から受け継いだ

このプログラムを⼤阪⼤学の医学・保健分野全体の国際的な発展に貢献できればと思いますので、

引き続きのご⽀援をお願いいたします。 
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2016 年度（H28 年度）活動報告 
 

【⽬的】 
⼤阪⼤学では、⽣活習慣病、認知症の基礎・臨床・公衆衛⽣学研究において世界トップクラスの実績を

あげており、国⺠皆保険制度のもとで中年期におかえる⽣活習慣病の減少、健康寿命の延伸を実現した。

中国の参加⼤学は、⼤阪⼤学と同様、⽼化制御に関する基礎研究や新規漢⽅薬有効成分の探索において、

韓国の参加⼤学は、国⺠総背番号制度の基に⼤規模な疫学研究とそれを進めている。⽇中韓の 3 か国は、

仏教、儒教等の影響をうけながら、欧⽶とは異なり独⾃の⽂化を育んできたため、東アジアのトップク

ラスの⼤学のコンソーシアムを形成することで、これらの 3 か国の六世と共通点を⽣かして教育研究の

相乗効果を図る。学⽣は、欧⽶の直線的な理思考能⼒を理解・体得しながらも、調和性・包括性・融合

性の観点や柔軟な思考能⼒を有す問題解決型の医学研究グルーバルリーダーとなることが期待される。 

 

☆交流プログラムの実施状況 
＜国際シンポジウム＞           ＜国際教員会議＞ 

        

 

☆質の保証を⼾もあった⼤学間交流の枠組み形成に向けた取組 
国際教員会議にて、学⽣のサポート加え、単位の相互認定、成績管理、学位授与に⾄るプロセスを各国、

各⼤学の状況に沿って、合意形成に向けて共通の基準を議論した。国際教員会議・国際シンポジウム・

各研究教室でのセミナーを通じて、教員の交流を⾏った。ダブル・ディグリーに関しては、博⼠課程の

履修期間の中で相⼿先の⼤学に留学し、授業・実習、研究、学位論⽂の指導を⼆国間の⼤学教員が⾏い、

⼤学間で合意した基準を満たした場合に学位を授与する⽅針を固めた。 

 

☆外国⼈学⽣の受⼊れ及び⽇本⼈学⽣の派遣のための環境整備 
受⼊・派遣にはキャンパス・アジア事務局を設置し、英語・中国語・⽇本語が堪能な特任研究員を 1 名

（平成 29 年度に特任教員となる予定）、英語でのコミュニケーションがとれる事務補佐員 1 名を配置

し、留学前の情報提供、申請、⽇程調整、選考等に関わる留学⽀援業務等を⾏った。また事務局のもと

に、留学⽣サポーターを開設し、英語の堪能な事務補佐員を置いて、留学中の詳細な情報を提供、相談、

安全管理等を⾏った。⽇本⼈学⽣の留学⽣サポーターもそれらの業務を補助した。これらの⽀援は、本

プログラムのＨＰ（⽇本語、英語）、メール、電話、⾯談等を通じて⾏った、留学⽣の居住スペースは

受⼊の教室に置いて確保した。 

 



☆事業の実施に伴う⼤学の国際化の状況、情報の公開、成果の普及 
平成 29年 3⽉15-17⽇に⼤阪⼤学で科試合した国際教員会議、国際シンポジウム、各教室のセミナー

において、参加⼤学のプログラム担当教員らが、各⼤学のカリキュラム、シラバス、単位、修了要件に

関する情報を校移管し、本プログラムの計画・取組状況・成果・課題について発表と議論を⾏った、国

際シンポジウムは、学⽣、教員、企業、⾏政機関の関係者も参加し、本事業の周知の契機となった。 

 

2016 年度（H28 年度）事業報告 
11⽉  本事業の教員体制の形成 

12⽉  キャンパス・愛児ア事務局、留学⽣サポートセンターの設置 

12-1 ⽉ 派遣学⽣の書類・⾯接試験の実施・認定・派遣受⼊学⽣の書類選考・認定・受⼊ 

12-3⽉  プログラム実施ガイドライン案の作成と改定 

1-3⽉  事業HP準備と解説 

3⽉   国際教員会議、国際シンポジウム、研究教室セミナーの開催 

    シラバスの草案の作成開始 

    平成 29年度の事業計画の⽴案・確認・承認 

外部評価委員会の設置 
 

2016 年度（H28 年度）の学⽣交流実績 

⼤阪⼤学⼤学院医学系研究科「世界的健康問題の解決に向けた医学研究グローバルリーダー育成プログ

ラム」として、2016年度には、⼤阪⼤学は、中国の４⼤学（北京⼤学・清華⼤学・天津中医薬⼤学・上

海交通⼤学）から 3名、韓国の延世⼤学校から 2名、合計5名の外国⼈留学⽣を受け⼊れた。⼤阪⼤学

から、中国の４⼤学へ4名、韓国の延世⼤学校へ1名、合計5名の⽇本⼈学⽣を派遣した。 

 

☆受⼊交流事例 

交流学⽣︓Huang Chao 

交流期間: 2017年 3⽉〜2017年 4⽉ 

派遣校︓北京⼤学 

受⼊校︓⼤阪⼤学⼤学院・医学系研究科 公衆衛⽣学教室 

学⽣からの活動報告と感想︓ 



⼤阪⼤学公衆衛⽣学教室において、環境医学、⺟⼦保健、⽇本での⼤規模なコホート研究など、多様な

講義を受講しました。また、疫学の基礎理論として、疾病の原因、回帰分析や相関、⼀次・⼆次・三次

予防といった概念についても学びました。さらに、⾃分⾃⾝の研究課題に関して研究発表を⾏い、Iso 

Hironori教授をはじめとする先⽣⽅から貴重なご助⾔をいただきました。また、⽇本と中国における重

要な健康課題の現状についても議論を⾏い、両国の公衆衛⽣に関する理解を⼀層深めることができまし

た。 

 

☆派遣交流事例 

交流学⽣︓⾅杵⾥恵 

交流期間︓2017年 2⽉ 

派遣校︓⼤阪⼤学医学系研究科 

受⼊校︓延世⼤学校医学部公衆衛⽣学院 

学⽣からの活動報告と感想︓ 

延世⼤学校医学部公衆衛⽣学院において、講義、プレゼン発表、ディスカッション、施設 ⾒学を⾏っ

た。さらに、Prof. Hyeon Chang Kim 研究室において⾏われる 3 つのコホ ート研究 CMERC study, 

JHSH, NHANESについて、共同研究の可能性を探りながら情報交換やフィールド⾒学を⾏った。 

以上の交流活動を通じて、⽇本の健康問題である⽣活習慣病は、韓国においても共通の課題であり、

韓国と⽇本が協同して健康問題を解決する必要性を強く感じた。同世代の研究者と交流する機会をいた

だき、とても刺激になった。今後の進路についても、 広い視野を持ち続け、延世⼤学校とのグローバル

なネットワークを活⽤して、⽇本だけでな くアジアでも活躍できる⼈材になりたいと考えるようになっ

た。 

 

 



2017 年度（H29 年度）活動報告 
 

☆交流プログラムの実施状況 
   ＜国際シンポジウム＞           ＜学⽣交流︓北京⼤学＞ 

      
 

☆質の保証を⼾もあった⼤学間交流の枠組み形成に向けた取組 
H29年度には、延世⼤学校・天津中医薬⼤学とのダブルディグリープログラムの協定締結を⾏い、単位

互換・学位取得制度の整備を進めた。加えて、H28年度にMOU締結を⾏なった 5⼤学のうち、2⼤学

と追加協定を締結し連携研究組織を増やした。教育の質の補償に関して、キャンパス・アジアプログラ

ム（以下 CA）では、各受⼊研究室の指導教員による評価と。留学期間中の学⽣の⾃⼰評価を⾏っている。

⼤阪⼤学全体では GPA 制度の導⼊と共に、履修状況の客観的な把握、世界基準に図った評価制度の整

備・運⽤を進めている。また、国際公募ガイドラインを策定し、外国⼈教員の積極的は採⽤と、各部局

でのファカルティデベロップメント（FD）を実施している。 

 

＜5⼤学 7機関とのMOU締結＞ 

 
＜2⼤学とのダブルディグリープログラム締結＞ 

 
 

☆事業の実施に伴う⼤学の国際化の状況、情報の公開、成果の普及 
海外の交流⼤学と⼤阪⼤学のキャンパス・アジア事務局が連携する体制が整い、国際教員会議と参加⼤

学の教員による 3 ⽇間の国際シンポジウムを昨年度に引き続き実施した。国際競技会においては、本プ

ログラムの次年度の実施計画・取組状況・成果・課題について、参加⼤学のプログラム担当教員等が具

体的な発表・議論を⾏った。国際シンポジウムでは、アジアのトップ⼤学としての最先端の研究成果の



報告を⾏い、各⼤学の研究者と、受⼊のパートナー研究室との間では交流留学や共同研究の打ち合わせ

を⾏った。情報公開として、本プログラムを HPでするとともに、国内外の⼤学・研究機関、企業、⾏政

機関の学⽣、教員、⾏政職員。⼀般⼈に国際シンポジウムの周知を⾏い、学内外から 3 ⽇間で 200名以

上の参加を得た。また派遣受⼊留学⽣の同窓会を発⾜し、グローバルなネットワークを通じた、東アジ

アにおける健康問題の解決に向けた⼈材育成を進める体制を整えた。今後、同窓⽣交流の促進が期待さ

れる。医学領域において我が国初の博⼠課程ダブルディグリープログラム（DDP）を延世⼤学と天津中

医薬⼤学と協定締結し、平成 30年度から運⽤を開始する。加えて北京⼤学・上海交通⼤学の DDP協定

を進めている。 
 
 

2017 年度（H29 年度）事業報告 
8⽉6⽇-26⽇ ⽇中韓・国際ワークショップ（延世ワークショップ）開催 

3⽉7⽇-9⽇  キャンパス・アジア国際シンポジウム開催 

        国際教員会議開催 

3⽉ 8⽇    キャンパス・アジア同窓会開催 

3⽉9⽇       外部評価委員会開催 

 

2017 年度（H29 年度）の学⽣交流実績 

⼤阪⼤学⼤学院医学系研究科「世界的健康問題の解決に向けた医学研究グローバルリーダー育成プログ

ラム」として、2017年度には、⼤阪⼤学は、中国の４⼤学（北京⼤学・清華⼤学・天津中医薬⼤学・上

海交通⼤学）から 11名、韓国の延世⼤学校から 6名、合計17名の外国⼈留学⽣を受け⼊れた。⼤阪⼤

学から、中国の４⼤学へ7名、韓国の延世⼤学校へ7名、合計14名の⽇本⼈学⽣を派遣した。 

 

 
 
 
 
 

☆受⼊交流事例 

交流学⽣︓Huang Xuhao 

交流期間: 2017年 10⽉ 1⽇〜2018年 3⽉ 31⽇ 

派遣校︓天津中医薬⼤学 



受⼊校︓⼤阪⼤学⼤学院・医学系研究科 ⽣体システム薬理学（⾦井好克教授） 

学⽣からの活動報告と感想︓ 

⼤阪国際がんセンターや⼤阪府庁への訪問など、CAMPUS Asia の⾒学活動を通じて、視野を広げると

ともに、貴重な経験となりました。さらに、⾦閣寺や清⽔寺など、⽇本の歴史的・⽂化的名所を訪れた

こともでき、とても興味深く、⾮常に深い印象を残しました。また、学術⾯では、⽇本薬理学会および

薬理学同窓会に参加する機会をいただき、薬理学研究をさらに推進できるようになりました。 

 
 

☆派遣交流事例 

交流学⽣︓⼤内詩野 

交流期間︓2017年 9⽉ 

派遣校︓⼤阪⼤学医学系研究科公衆衛⽣学教室 

受⼊校︓北京⼤学公衆衛⽣学院 

学⽣からの活動報告と感想︓ 

北京⼤学では、⾷品安全、環境問題、⺟乳に着⽬した栄養疫学など、公衆衛⽣学に関わる講義を受け

ました。健康教育推進や⽣物統計学や栄養・遺伝疫学に関する研究プロジェクトにも参加しました。 

WHO 協⼒拠点や Fangshan コホート研究の調査拠点を⾒学し、⾮常に興味深くフィールドトリップが

できました。 

 



 

 

 

2018 年度（H30 年度）活動報告 



CAMPUS Asia Program Workshop 2018 
 
2018 年 8 ⽉ 6 ⽇〜25 ⽇、延世⼤学校（韓国）にて開催された「CAMPUS Asia Program Workshop」
へ参加しました。 
 
⽇程：2018 年 8 ⽉ 6 ⽇〜25 ⽇ 
会場：延世⼤学校（韓国・ソウル） 
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⽇中韓研究交流会

2018 年 12 ⽉ 4 ⽇、⼤阪⼤学吹⽥キャンパスにて「⽇中韓研究交流会」を開催しました。

⽇程：2018 年 12 ⽉ 4 ⽇
会場：⼤阪⼤学 基礎研究棟セミナー室
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キャンパス・アジア モニタリング訪問調査

2019 年 1 ⽉ 21 ⽇、⼤阪⼤学吹⽥キャンパスにて「キャンパス・アジア モニタリング訪問調査」が開
催されました。

⽇程：2019 年 1 ⽉ 21 ⽇
会場：⼤阪⼤学 共創イノベーション棟

ACP for CVDP and CAMPUS Asia session

2019 年 3 ⽉ 15 ⽇〜16 ⽇、韓国にて開催された延世⼤学校主催「ACP for CVDP and CAMPUS Asia
session」へ参加しました。

⽇程：2019 年 3 ⽉ 15 ⽇〜16 ⽇
会場：Grand Walkerhill Hotel Soul（韓国）
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Agenda for Campus Asia Symposium on International Education March 21-23, 2019 Itinerary

Agenda for Campus Asia Symposium on International Education March 21-

23, 2019

Itinerary

20- Mar, Tianjin (Wed)

Time Activity Remark Venue

All day Registration

and

accommodatio

n

arrangement

Administrative staff Society

Hill Hotels

&

Conventions

Society Hill Hotels & Conventions

No. 198 Zhijing Road, South Railway Station, Xiqing District, Tianjin 300380 P. R. china

21- Mar, Tianjin (Thu)

Time Activity Remark Venue

9:00
Gather together
and go to TUTCM
by bus

Administrative staff Society Hill
Hotels &
Conventions

9:00-9:30
Registration Administrative staff International

Education
College
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9:30-10:30
Greeting
1. TUTCM
2. Peking U
3. Campus Asia
4. Group

introduction
5. Alumni

Association
6. Alumni ceremony
7. Group photo

1. Prof. Guo Liping,
Vice-president

2. Prof. Wang Peiyu
3. Prof. Iso Hiroyasu
4. Partner Universities
5. Mr. Liu Keyang
6. Ms.Ren

Zhongxia, China
Mr. Ohiroshi
Funabashi, Japan
Ms. Jae Won Yang,
Korea

International
Education
College

10:30-10:40 Tea break

10:40-11:00
Trend and progressof
Campus Asia Project
2018-2019

Prof. Iso Hiroyasu International
Education
College

11:00-12:00
Introduction and
update of
educational
system(each
10min)

1. Prof. Iso
Hiroyasu, Osaka
U

2. Prof. Park Sahng
Wook, Yonsei U

3. Ms. Xu Shuyan,
Shanghai Jiaotong
U

4. Prof. Xu
Baiyu,
Peiking U

5. Prof. Chu Lirong,
TUTCM

International
Education
College

12:00-13:30
Lunch Ruolin

restaurant

13:30-14:00
TUTCM Campus
Tour

Faculty, Staff, Alumni TUTCM

14:00-14:25

14:25-14:50

International
symposium (I)
(20min speech,
5min discussion)

Chairman:
Prof. Park Sahng
Wook

Prof. Yamashita Toshihide,
Osaka U

Prof. Wang Hui, Peking U

Prof. Takeda Kiyoshi,
Osaka U

International
Education
College
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14:50-15:15

15:15-15:35 Tea break

15:35-16:25
International
symposium (II)
(8min speech,
2min discussion)

Chairman:
Prof. Wang
Hui
(Shanghai)

Oral presentation for
exchange students
1. Ms. Jae Won

Yang, Yonsei U
2. Mr. Ohiroshi

Funabashi, Osaka U
3. Ms.Tang

Wenfang,
Shanghai Jiaotong
U

4. Ms. Wu Zijun, TUTCM 
5. Ms.Gong

Huiting, Peking
U

International
Education
College

16:30-17:00
Awarding Ceremony
Chairman:
Prof. Iso Hiroyasu

International
Education
College

18:00-20:00 Welcome Reception Faculty, Staff, Alumni Ruolin

restaurant

22- Mar, Tianjin（Fri）

Time Activity Remark Venue

9:00
Gather together and go
to First
Affiliate
Hospital by
bus

Administrative staff Society Hill
Hotels &
Conventions
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9:30-11:30
Visit the First
Affiliate Hospital of
TUTCM (Chinese
medicine,
Acupuncture and
moxibustion,
rehabilitation of
Traditional Chinese
Medicine, etc.)

Faculty, Staff, Alumni First Affiliate
Hospital of
TUTCM

12:00-13:30 Lunch

13:30-15:30
Visit Tongrentang
Pharmaceutical Co.,
Ltd.(Traditional
Chinese Medicine and
Chinese
Culture, etc.)

Faculty, Staff, Alumni Tongrentang
Pharmaceutica
l Co. ltd

15:30-18:30
Move to Peking
University

Faculty, Staff, Alumni Prof. Wang PY
arrange

23- Mar, Beijing（Sat）

Time Activity Remark Venue
9:00-10:00 1. Research

communication
for partner
Universities

2. Roundtabl
e
Conferenc
e:

(1) Summary of
Campus Asia
2018-2019；

(2) Discussion on next
year's plan

Partner Universities Peking
University

10:00-12:00
Prof.Iso Hiroyasu

Prof. Park SahngWook

Prof. WangPeiyu

Faculty and Staff

13:30-16:30
Visit Faculty, Staff, Alumni Peking

University

24- Mar, Beijing

25- Departure

CAMPUS Asia Faculty Meeting and Symposium を開催しました
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2019 年 3 ⽉ 21 ⽇〜23 ⽇、天津中医薬⼤学、北京⼤学にてキャンパス・アジア国際交流シンポジウム・
国際教員会議が開催されました。
⽇程：2019 年 3 ⽉ 21 ⽇（⽊）〜3 ⽉ 23 ⽇（⼟）
会場：天津中医薬⼤学（中国 天津市）、北京⼤学（中国 北京市）

〇 1 ⽇⽬（天津中医薬⼤学）
キャンパスアジア・プログラムに参加している⼤阪⼤学、延世⼤学校、北京⼤学、上海交通⼤学、天津中
医薬⼤学における、2018 年度の事業実績報告および学⽣交流やダブルディグリー教育プログラムのアッ
プデート等が紹介されました。

インターナショナル・シンポジウム（Ⅰ）
⼤阪⼤学 ⼭下俊英教授、⽵⽥潔教授、北京⼤学 Wang Hui 教授による最先端の研究内容をご講演いただ
きました。

インターナショナル・シンポジウム（２）：キャンパス・アジア同窓会
同窓⽣(本プログラムの交換留学⽣)によるプレゼンテーション
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〇 2 ⽇⽬（天津中医薬⼤学附属病院等）
施設⾒学

〇 3 ⽇⽬（北京⼤学）
本プログラムに参加している⽇中韓の⼤学教職員による国際教員会議を開催しました。
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2019 年度（H31 年度/R1 年度）活動報告 



CAMPUS Asia Program Summer Workshop 2019

2019 年 7 ⽉ 22 ⽇〜8 ⽉ 8 ⽇、本学にて「Campus Asia Program Summer Workshop」を開催しました。

⽇程：2019 年 7 ⽉ 22 ⽇〜8 ⽉ 8 ⽇
会場：⼤阪⼤学
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国際シンポジウム・国際教員会議

2020 年 1 ⽉ 12 ⽇〜15 ⽇、韓国延世⼤学校にて⾏われた国際シンポジウム・国際教員会議に参加し、プ
ログラム参加⼤学と 2019 年度の事業実績等について情報共有を⾏いました。同時開催されたキャンパス
アジア同窓会では、留学中の学習・研究成果の報告や留学後のキャリアプランについて、同窓会会員より
プレゼンテーションが⾏われました。

⽇程：2020 年 1 ⽉ 12 ⽇〜15 ⽇
会場：韓国 延世⼤学校
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2020 年度（R2 年度）活動報告 



CAMPUS Asia Autumn Online Workshop 2020

2020 年 11 ⽉ 4〜6 ⽇、17 ⽇に、オンラインワークショップを開催しました。ワークショップではコンソ
ーシアム⼤学の教員 17 名による講義と、参加学⽣によるグループワークと発表が⾏われました。

⽇程：2020 年 11 ⽉ 4〜6 ⽇、17 ⽇
主催：⼤阪⼤学
共催：北京⼤学、清華⼤学、上海交通⼤学、天津中医薬⼤学、延世⼤学
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学⽣の留学報告

▶ 短期・中期留学体験記(受⼊)
2019 年度

Gu Yanjun････････････････････････････p17-p20
Hongping Guo････････････････････････p21-p24
HyunTaek Jung Guo･･･････････････････p25-p27
Pin LI････････････････････････････････p28-p30
TAN Wangxiao････････････････････････p31-p34

2018 年度
Huang Yue･･･････････････････････････p35-p36
Jae Won Yang････････････････････････p37-p38
Yu Hanyang･･････････････････････････p39-p40

2017 年度
Huang Xuhao･････････････････････････p41-p42
Kim Sung-Hae････････････････････････p43-p45

2016 年度
Huang Chao･･････････････････････････p46-p47
Wu Zijun･････････････････････････････p48-p49

▶ 短期・中期留学体験記(派遣)
2019 年度

Ahmed Arafa･････････････････････････p50-p52
周萌･････････････････････････････････p53-p56
唐誠尭･･･････････････････････････････p57-p60

2018 年度
Gita Nirmala Sari･････････････････････p61-p62
Yan Fangyu･･････････････････････････p63-p64
河野楓･･･････････････････････････････p65-p66
⼩川憲⼈･････････････････････････････p67-p68

2017 年度
⼤内詩野･････････････････････････････p69-p70
恋⽔諄源･････････････････････････････p71-p72

2016 年度
Victor Romanov･･･････････････････････p73-p74
⾅杵⾥恵･････････････････････････････p75-p76

▶ DDP 留学（受⼊）
2019 年度

Kang Seongeun･･･････････････････････p77-p83
Wang Xiaowen････････････････････････p84-p87

▶ DDP 留学（派遣）
2019 年度

YANG YIYI････････････････････････････p88-p94
船橋王博･･････････････････････････････p95-p97
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【CAMPUS Asia Report】 Gu Yanjun

Your major in home university：Pharmaceutics

The period of the stay：2019.10-2020.3

The laboratory you were accepted：Bio-system Pharmacology (Kanai Lab)

1. Why did you participate in the Campus Asia Program?

I want to learn more knowledge about Pharmacology and how to be a good researcher.

I am also interested in Japanese culture, so I want to have a precious experience of living 

in Japan and learn deeper expertise.   

For one hand, I took Pharmacology when I was a first-year student, it's an important 

part of pharmaceutical sciences (my major), so in this point I want to learn more 

Pharmacology knowledge, which may bring more helps to my future learning. In the 

other hand, I was interested in Anti-cancer drugs when I had Cell Biology and 

Biochemistry class.  

After I saw the home page of Kanaiʼs lab, I thought itʼs may be a good start to learn 

about cancer cell and more cellular mechanism, which I lack in my current college 

learning. There's a lot to learn. And after contacting to Professor Kanai, I thought he will 

be a good mentor for me.  

Following contents are what I want to learn as a student of Campus Asia program. 

1-2 months: better communication skills in English and Japanese, life skills,
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experimental operations and principles, necessary knowledges of my research direction. 

2-6 months: How to carry out the experiment smoothly and how to solve the possible

problems, how to find and read literatures more efficiently, how to concise and write a

scientific paper.

2. What did you study in this program?

My professor helped me make a good plan. 

1-4 weeks: Basic technical training (including basic cell culture of cancer cell lines,

Western blotting, RI experiments, and animal experiments etc.)

5-8 weeks: Advanced technical training (including gene transfection, gene knock-down,

cell growth inhibition, and cell cycle measurements etc.)

9-12 weeks: Select TCM components with anti-tumor activity and examine their activity

to induce apoptosis in cancer cells. Aim to determine whether the compounds have

potential or possible anti-cancer ability.

17-20 weeks: Aim to determine the mechanisms of the anti-tumor-action of the

compounds by means of phosphoproteomics.
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21-24 weeks: To confirm the involvement of the proposed cellular signaling pathway by

means of gene knock-down and Western blot etc.

3. How was the stay in the country you visited?

During the six months I spent in Japan, I felt

that people were very understanding, teachers 

were responsible, and people were friendly 

wherever I went. 

In addition to my studies, I also traveled to 

many surrounding places, such as Nara, Kobe, 

Kyoto, these places are beautiful scenery, I am 

very happy. 

The only thing I'm not happy about is that 

some of the communications are slow and didn't 

communicate well.  The school reserved an extra 

month’s dormitory for me, but then I contacted the 

dorm and the school and returned the extra month 

(April). I quit my dorm at the end of March and 

went back to China. I had been back for almost a 
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month by April, but the dorm 

manager sent me an email at the 

end of April asking me to pay back 

the dorm fees for April. In the end, 

the problem was solved through 

multi-party coordination. I hope 

such a thing will not happen again 

in the future. 

4. Others or some messages for future participants

Doing scientific research gives me a great sense of accomplishment and enables me

to learn all kinds of things such as my communication skills. It also increases my 

knowledge and ability to deal with events. I have great admiration for my professors and 

predecessors, and I really thank for their help. 

But doing scientific research is also very hard, like a practice, I decided to do a 

chemistry teacher, hope to cultivate students ' interest and spirit of scientific research, 

and help students who has scientific dreams to chase their research dream. 
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【Campus Asia Program Report】Hongping GUO

Home university：Peking University in China

The period of your stay：2 WEEKS

The laboratory you were accepted：Osaka university medical college, researchment department public

hygien  

1. Why did you participate in the Campus Asia Program?

First of all, I always want to see the living, studying and scientific research 

environment abroad.  Secondly, if someone wants to make further progress in the 

professional field, she/he should not only have solid professional knowledge and 

scientific research ability at home, but also discuss with domestic experts and 

classmates in the professional field. In addition, the Campus Asia program gives me the 

opportunity to learn from international experts, and at the same time provides the cost 

of exchange, so that students studying abroad can have no worries. Thanks for the 

Campus Asia program. 

2. What did you study in this program?

I learned that Japanese invests a lot of manpower and financial resources in 

terms of human health and disease of three large cohort studies, many famous experts 

in listen to the lecture, after understanding to various research hotspot and frontier in 

the field of public health, such as cardiovascular disease, maternal and child health 

research, pneumoconiosis research and so on.  I also had the honor to participate in the 

lecture on global health issues, and saw teachers and students from various universities 

in Japan discussing together and giving advice on global aging health.  At the same 

time, I have seen how Japanese teachers are devoted to teaching and scientific research, 

and I have also seen how Japanese students carry out their daily scientific research 

work.  In addition, we formed a team with students from Korea and Japan, in which 

we help each other with a sincere heart for scientific research.  We also visited the 

Cardiovascular Disease Research Center in Japan, a hospital for physical examination 

and health education, where doctors give personalized guidance on health knowledge 

during physical examination.  Japan has done very well in physical examination, 

health education and diagnosis and treatment of diseases, which are worth learning 

and using for reference. 
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3. How was the stay in the country you visited?

When I first came to Japan for study and exchange, I could not find a classroom 

because I was not familiar with Osaka University.  During the whole course of our 

exchange and study, two graduate students from Osaka University acted as our 

teaching assistants, assisting the teachers in class and our daily life.  Every day, when 

we took the school bus from another campus to Osaka University, we had a beautiful 

and considerate assistant sister to show us the way.  After class at noon, she would 

take us to different canteens to enjoy the delicious food of Osaka University. 

Experience is a bad thing: once, we returned on the school bus from Osaka 

university campus accommodation, my friend couldn’t find her mobile phone after we 

got off the bus.   We were not sure whether it was in school bus or somewhere else, we 

wanted to call the driver of the school bus, but the language is also a big barrier. 

Finally, with the helpful help of another school bus driver, we knew that the mobile 

phone was still on the school bus, but the school bus had already driven back to the 

terminus which was one and a half hours’ drive away from us.  The driver was 

particularly good at telling us how to get there, and also called the bus terminal to 

reserve the time for us to pick up our mobile phone.  After this accident, I felt that good 

people were always there. 
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4. Others or some messages for future participants

The Campus Asia program is a great program to apply for and participate in. First of

all, you can go to other countries for scientific research and academic exchanges, and

learn about the current research situation and hot spots in the international field of

your major.  Secondly, you can discuss with teachers and students from different

countries in the process of communication. Only through cooperation and

communication can ideas and progress be ignited.  In addition, you will gain genuine

friendship by communicating in small groups.  In a word, when you go abroad, you

will find many new and different things in other countries, and you will naturally

compare them with your motherland.  Every communication is an opportunity for you

to grow.
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【Campus Asia Report】HyunTaek Jung

Your major in home university：Medicine

The period of your stay：5 weeks

The laboratory you were accepted：Department of public health (Professor Hirayasu Iso)

1. Why did you participate in the Campus Asia Program?

I was given 5 weeks of ‘specialized elective course’ in my university, which is a 

program that students can freely choose an institute and supervisor to conduct research 

and get clinical or academic experience. I chose Campus Asia program since it provides 

financial support for staying abroad. As an undergraduate student in medical school, I 

wanted to learn more about the social function of medicine as prevention of diseases and 

support for communities. Japan is known to have more experiences for caring the 

elderlies and monitoring daily lifestyles to manage and prevent chronic diseases, so I 

aimed to observe such systems established in local communities. 

2. What did you study in this program?

I went to several field trips to see 

rehabilitation centers, local nursing homes, 

visiting nurses center, and health check-up 

center. I also experienced cohort research 

going on in Osaka and was able to take 

lectures about research in prevention 

medicine. I was able to compare the 

community care systems of Japan and Korea. 

Since Japan is suffering from more advanced 

stage of aged society than Korea, there were 

specialized managements for the elderlies. 

The visiting nursing care was more available 

to many elderlies and routine check-ups were 

well provided for residents. Furthermore, 

since local community care centers and cohort 

studies can collaborate to gather more data from the general public, the research 

infrastructure for public health and preventive medicine was well established. 

<Lab tour> 
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3. How was the stay in the country you visiting?

It was not easy to adapt in Japan because the language was totally different and 

there were many times I cannot communicate with people in English. However, while 

staying in Osaka, I studied Japanese and was able to practice in daily conversations 

every day. As a result, I got more used to speaking in Japanese. I enjoyed traveling 

around Kyoto, Kobe, Nara, and Osaka and trying delicious Japanese foods. I believe 

tourism is one of the great power Japan has. 

Since I visited in January and February, there were not many lectures to take in 

Osaka University. I only stayed for 5 weeks, so it was not easy to get involved in the 

cohort research. I had much free time to enjoy for tourism and study Japanese but had 

to set up my own academic goals while staying in Japan.  

<Symposium> 

<Japanese traditional tea experience> 
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4. Others or some messages for future participants

Learning Japanese is not essential for 

staying in Japan, but it will substantially boost 

experience in Japan. I was motivated to study 

Japanese while staying in Japan because there 

are not many people who can freely talk in 

English. Japanese people can obviously talk 

more freely in Japanese, speaking in Japanese 

can help learn more in detail, rather than brief 

explanations. You do not have to be perfectly 

fluent in Japanese, but the more you know, the 

more you will see.  

<Studying Japanese in library>
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【Campus Asia Program Report】 LI PIN李玭

Your major in home university ：Nutrition and Food Hygiene

The period of your stay：2019.07 to 2019.08

The laboratory you were accepted：Osaka University, participated in Summer Workshop

1. Why did you participate in the Campus Asia Program?

Firstly, I planned to conduct a research 

on related nutrition problems of the elderly, so 

learning the latest researches about the elderly 

would help a lot.  The Campus Asia Program 

aims to raise leaders in medical science and 

public health to solve global health problems, 

such as non-communicable disease, dementia 

and other age-related diseases, so it’s a 

precious opportunity for me to deepen my 

interests of research and widen my capacity of 

problem solving. Besides, I believed that 

communicating with different students from 

other countries and subjects could improve my 

flexibility of thinking as well as logical 

thinking.  At the same time, I wanted to feel 

the academic atmosphere of foreign universities and bring new inspiration to my study 

and research.  Also, this kind of experience could bring me many new friends. 

2. What did you study in this program?

This exchange enables us to have a 

certain degree of understanding of the 

current situation of Japan's aging problem 

and relevant coping policies, think more 

about China's aging problem, and look into 

the future direction of China's aging society 

construction.  Meanwhile, the similarities 

and differences between China and Japan in 
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the field of public health are also compared, such as the main research direction of 

scientific research projects, public health institutions and public health policies.  We 

attended various academic lectures in Osaka university and visited nursing station，
Osaka U Hospital & CoMIT and public health center in Japan.  Visiting Osaka 

University and Osaka university medical department also made me experience different 

campus cultures. 

3. How was the stay in the country you visited?

Life in Osaka is very 

fulfilling and meaningful.  The 

academic activities at Osaka 

University are very rich and 

involve different specialties and 

projects.  In addition to the 

explanation of theoretical 

knowledge, what is very rare is 

the experience of several field 

visits.  The interaction with the 

elderly in the senior center has 

become a very unique memory. 

In addition to our studies, we also 

took time to visit some scenic spots 

and had a better understanding 

about the Japanese culture and 

life.  All the teachers received us 

warmly and treated us seriously 

and responsibly. Several 

upperclassmen from Osaka 

University also gave us a lot of 

help.  So this visit was very 

successful and enjoyable in every 

way. 
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4. Others or some messages for future participants

In fact, Osaka University has 

already arranged various aspects of the 

communication.  The main advice for 

the following students is to cooperate 

with the university, reasonably plan 

their time in Japan.  You can consult 

the person who has participated in the 

school for specific details.  If you have 

not been to Japan, it is recommended to 

carefully look up the Japanese travel 

strategy, such as how to apply for the 

traffic card and the way of garbage 

classification and so on.  Take the daily 

necessities you need, so as not to be in a 

hurry after arriving in Japan.  Before 

the program starts, Osaka University 

will send an email to the participants. 

The email contains many important 

information.  Please read it carefully. 

After you have made preparations in all 

aspects, you can enjoy your exchange 

time in Osaka University more leisurely 

and comfortably.  The team of Osaka 

University is very professional, so you 

don't need to worry too much.  You 

would have your own wonderful 

memories in the project. 
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【Campus Asia Report】Wangxiao TAN

Your major in home university：Chinese Materia Medica, Tianjin University of Traditional Chinese

Medicine 

The period of your stay：July 22, 2019 – Aug 8, 2019

The laboratory you were accepted：Public Health Graduate School of Medicine Osaka University

1. Why did you participate in the Campus Asia Program?

The Campus Asia Program is cooperatively established by Osaka University with

the partner universities in Korea and China, of which the objective is to raise research 

leaders in medical science and public health.  I am a doctoral student mainly engaging 

in the research of cardiovascular disease from Tianjin University of Traditional Chinese 

Medicine.  This program is an opportunity for me to broaden my academic horizon. 

First of all, I can have an understanding of Japan’s ageing society and public health, 

which may provide reference for my future research.  On the other hand, 

communicating with foreign teachers and classmates may help me to better understand 

the humanities and social customs of Japan and improve language skill.  Altogether, 

the program is an opportunity and also a challenge for me to broaden my international 

vision. 
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2. What did you study in this program?

The workshop at Osaka University run from 2019 July 22 to August 8, during which

time the department of public health of Osaka University held a variety of activities, 

including lectures, fieldwork, seminar, presentation and party.  The theme of this 

program is ageing society. Through these lectures (the picture below is one of the 

lectures), I have had a preliminary understanding of ageing society, especially the severe 

ageing situation in Japan, Korea and China.  Population ageing will bring a series of 

social problems, such as age-related diseases, which can seriously affect life quality of 

old people.  Therefore, more effective measures are needed to solve the problems.  On 

the theme of ageing society, we visited Nursing Station, Osaka U Hospital, Center of 

Medical Innovation and Translation, Osaka International Cancer Institute and Fujiidera 

Public Health Center.  These successful practices of ageing community building and the 

public health system impressed me deeply.  In addition, visiting and communicating 

with teachers and other participants broadened my vision and improved my language, 

thinking and communication skills.  This program is a good exchange platform for 

young scholars in medical science in Japan, Korea and China. 
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3. How was the stay in the country you visited?

I had a wonderful time in Japan. The teachers at Osaka University and the people

in the dormitory are nice, and with their help, my study and life in Osaka went smoothly. 

The environment in Japan is very beautiful.  The sky in Osaka is blue and the clouds 

are white, like paintings.  After a day’s study, I liked to take a bus for a while and then 

walk back to my dormitory, enjoying the beautiful scenery by the roadside, which was a 

wonderful experience. (The picture below is the scenery along the way back to the 

dormitory.)  It was a pity that the schedule was tight and the dormitory was too far 

away from Osaka University, which took a long time on the road, so that there was not 

enough time to go around the campus and stay in the library.  Overall, exchange study 

at Osaka University was an unforgettable experience. 

4. Others or some messages for future participants

As an exchange student for the Campus Asia Program, I have some suggestions for

future participants in study and life.  First of all, this program is a good platform for 

learning and communication. Keep curious and be brave to ask questions and 

communicate with each other, which is an opportunity to improve thinking ability and 

language skill.  Secondly, Osaka is hot in summer, but it’s cool indoors; it’s better to 
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carry an umbrella and a coat with you.  The distance from the dormitory to the school 

may be far, and some visits will be arranged in the schedule; preparing a pair of sneakers 

will reduce your fatigue.  In addition, Kobe, Nara, Kyoto and Uji are all good tourist 

attractions, and they are close to Osaka, so you can take short trips in your free time to 

get a better understanding of Japan’s local customs and culture.  I went to Kyoto and 

Uji on one Saturday, which was an amazing trip.  Finally, there will be a presentation 

at the end of the workshop.  Prepare well and it is an opportunity to show yourself.  I 

wish all the future participants a good time in the program. (The pictures below are Uji 

and the presentation respectively.) 
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【Campus Asia Report】Huang Yue

Home university：School of Public Health, Peking University

Period of your stay：March 2019

Name of the host department：Public Health

1. Program description

   Campus Asia Program is designed to encourage international exchanges and 

cooperation among universities (especially among their students) in China, Japan and 

Korea.  This program covers a number of important disciplines, and as for the field of 

public health, its aim and vision is to cultivate academic and/or professional talents who 

can integrate Oriental wisdom to solve a variety of complex public health problems. 

Therefore, in our student exchange, the following courses are specially arranged for us 

to learn: 1) Statistical analysis by Stata software, 2) Introduction of Japanese cohort 

study (JPHC, JACC, JECS, JAGES), 3) Global aging and aging in Japan, 4) Origin of the 

modern epidemiology, 5) Field work (at Osaka Center for Cancer and Cardiovascular 

Disease Preventation ), 6)other relative lectures. 

2. Learning outcomes

   My knowledge about public health has been refreshed and increased, by 

establishing contacts and exchanging ideas with students from different fiels of public 

health, and listening to various lectures of different fields of public health from scholars 

and experts; 2) I have learnt and mastered some more advanced research tools in the 

field of public health, such as the Stata software for statistical analysis.  3) I have learnt 

more rigorous, scientific and systematic research design, especially the cohort study 

design.  4) My direct feeling and understanding about scientific research have been 

deepened by the experience of field work in Osaka. 

3. Experiences in the country you studied

   To me, Japan is a rigorous, orderly, friendly, modern and beautiful country.  I was 

deeply impressed by its clean streets, quiet and orderly subway stations, high urban 

greening rate, convenient public facility and service, and cherishing of their traditional 

culture. 
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4. Influence on future career goals or choices

   Through this study tour, I have known and made some new Japanese friends from 

field of public health.  With the development of globalization, transnational exchanges 

and cooperation among scholars from different countries are rapidly increasing.  By 

establishing contacts with these scholars in the same research field, I further realized 

the joy of research, and determined to become an excellent scholar with international 

vision in the future.  Therefore, further research cooperation between us in the future 

is quite expected, and we are indeed considering possible research cooperation on my 

research field, maternal and child health. 

5. Comments

   I am very grateful that this program has given me a valuable opportunity to 

experience Japanese culture/life, make new international friends and also improve my 

research level.  In addition, I am also very grateful to all the working staff of this 

program.  Their efforts have guaranteed me a wonderful experience during the whole 

study tour. 
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【Campus Asia Report】Jae Won Yang

Home university：Yonsei University

Period of your stay：April 2018 – June 2018

Name of the host department：Public Health

1. Program description

   I went to Osaka University in Japan from April 13th to June 20th, 2018 through the 

Campus Asia program.  During this period, I took lectures on various medical and 

pharmaceutical issues, including psychiatry for foreign students, public health status in 

Japan, and pharmacological mechanisms to treat chronic disease.  Professor Iso have 

discussed various research fields and have experienced various cohorts and researches. 

In particular, I was interested in the JECS (Japan Environment and Children’s Study) 

cohort, and came back with a research plan on maternal depression and sleeping time of 

newborn babies. 

2. Learning outcomes

Study proposal: 〈Association between maternal depression and infants’ sleep period〉 

   Infants spent over half of day, by the end of their first year and sleep is known as a 

major factor affecting infants’ development such as cognitive, learning, and physical 

development.  Infant sleep patterns develop rapidly over the first year of life, 

characterized by inconsistency during the first half of the year but stabilizing by the 

second half.  It has been reported that infants’ sleep pattern may be associated with 

parental mental health as it significantly impacts their baby’s sleep behaviors. 

Increased maternal stress at 4 months has been associated with concurrent infant sleep 

problems and a decrease in the percentage of night sleep, as well as with greater 

variability in infants’ night sleep at 12 months, with infant temperament serving as a 

possible mediator in this latter relation.  Furthermore, greater maternal stress has 

been associated with infants’ sleep problems and, among mothers on maternity leave, 

with longer night wakefulness and shorter day sleep duration.  Altogether, the above 

studies suggest both infant characteristics and maternal characteristics can significantly 

affect the development of infant sleep patterns.  However, the factors that contribute to 

sleep period in early neonatal period have not been fully investigated, and the 
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relationships between these factors remain poorly understood.  The aim of this study 

was to investigate the association between mental depression and infants’ sleep period. 

3. Experiences in the country you studied

   The best experience through Campus Asia was an environment in which we could 

freely discuss and advise on each other’s research topics and methods, as well as the 

future direction of the thesis.  Rather than simply sharing ideas among students, many 

professors also helped me to develop my research.  JACC study Even when I attended 

regular meetings, there was a brief briefing and sharing of the progress of research topics 

in each detail.  The process of collaborating in developing each other’s research was 

impressive and meaningful time to me. 

4. Influence on future career goals or choices

   I came back to Korea about the subject that I was interested in in Japan and 

wanted to study more and apply research method. 
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【Campus Asia Report】Yu Hanyang

Home university：Tsinghua University

Period of your stay：July 2018 – August 2018

Name of the host department：Department of Pathology

1. Program description

   As a member of Prof. Chang’s lab, I enjoyed a project called “The meolecular 

mechanism of CREPT (a novel oncogene) in the instigation of normal cells into tumors 

by cancer-derived exosomes.”  To have a deep understanding of this pathway, we went 

to collect all-round information and evidence to map this story.  Therefore, I was sent to 

Prof. Morii’s lab to stain CREPT on different tumors to complete our project and also to 

learn advanced techniques in pathology. 

2. Learning outcomes

   It is definitely a golden opportunity for me to participate in this exchange program. 

Through this one-month study in Japan, I not only finish the assignment of our project, 

but also learn a lot of advanced techniques and acquire massive knowledge of pathology, 

which is really important and helpful to my future study. 

   Through this one-month study in Japan, I have stained 204 cases of 11 different 

kinds of issue, including colon cancer, breast cancer, lung cancer, uterine cervical cancer 

and so on.  I have stained more than 250 slides and carefully recorded the information 

of every slide and taken photos for them.  I have also prepared near 200 unstained slides 

to take back to China to finish my future research.  Through this one-month’s trying 

and learning, I have acquired sophisticated ability of performing immunohistochemistry 

and is well aware of how to change different conditions to get the best result.  Also I 

have tried advanced technique like doublestaining which really broaden my horizons. 

   Also during my work, I have encountered a lot of problems for sure.  When I 

became confused, I went to ask Dr. Tahara, the teacher who is in charge of me.  And he 

will explain the slide for me, teach me a lot of knowledge and discuss with me why some 

patterns might occur in this way.  By talking with him, I learned a lot in pathology and 

had a deeper understanding into this subject. 

3. Experiences in the country you studied

This is the first time for me to stay abroad alone for academic purpose.  It is really 
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challenging for me, not only in academic field, but also in language issues and living in 

a different country by myself.  Through this one-month study, I have improved my 

Japanese by taking every chance to practice talking and try to communicate.  Although 

I have not systematically learned Japanese and am still poor Japanese speaker, I can 

still convey my thoughts through a little bit English and gesture.  Also, living alone 

means being responsible for myself.  So I made plans everyday not only for academic 

research but also every aspect in my life.  I also walk from Osaka University to Senri-

Chuo almost every day after work to keep myself healthy. It is really a great chance to 

improve myself in all dimensions. 

4. Influence on future career goals or choices

   I am determined to become a clinical doctor as my lifetime career.  This learning 

opportunity in Japan no doubt strengthen my faith in this.  One of my medical teacher 

in Tsinghua University always teaches us that, “Pathology is the golden rules for 

diagnosis.”  In this month, I had new insights into the subject of pathology and for the 

first time understood the real charm of pathology.  Also, working in the Department of 

medicine of Osaka University gives me chance to go to the hospital to observe.  In this 

month, I have experienced completely two kinds of hospital culture between Japan and 

China, which helps me think more and more thoroughly about future career planning. 

So, it is a really precious opportunity for me! 

5. Comments

   The program is really supportive and helpful.  It helps students, like me, have 

access to an open world, observe a different society and experience different culture. 

Really thankful for offering me this golden opportunity! 
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【Campus Asia Report】Huang Xuhao

Home university：Tianjin University of Traditional Chinese Medicine

Period of your stay：October 2017 – March 2018

Name of the host department：Bio-system Pharmacology (Kanai Lab)

1. Program description

   I work in Bio-system Pharmacology laboratory as a research student for 6 months. 

The research is supposed to begin on October 1, 2017 and end on March 31, 2018.  I 

work on project related in amino acids transporters and amino acids signal pathway 

research.  My research works were under professor and assistant’s supervision.  We 

also have structure biology club on Saturdays where we learn the logical thinking and 

practical skills. 

2. Learning outcomes

   During the 6 months in Kanai Lab, I studied many experimental technologies, such 

as high performance liquid chromatography experiment, Cell experiments and so on. 

With the application of these technologies, I finished my prize of “Effect of five amino 

acids stimulation on mTORC1 signaling pathway in HEK293T cells.”  In addition, I won 

the prize of “Excellent Poster Presentation” at the Campus Asia Faculty meeting. 

3. Experiences in the country you studied

   During the 6 months in Japan, I have an excellent time.  Campus Asia activities, 

such as visiting Osaka International Cancer Center and Osaka Prefecture Office, not 

only broaden my horizon but also rich my experience.  What are more, Japanese 

historical and cultural monuments gave me a meaningful experience.  For example, 

Temple of Golden Pavilion and Kiyomizu Temple left a deep impression on me.  In terms 

of academic events, we participated in the Japanese Pharmacological Society and 

Pharmacology Alumni Association, which helps us learn and understand the progress of 

Pharmacology research.  To sum up, this 6 months experience will have a profound 

influence on my future life. 
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4. Influence on future career goals or choices

   During the period of exchange, I am following Ohgaki sensei researching in 

mTORC1 signaling pathway, this pathway is very intricacy, but it is very interesting. 

Not only I have studied about the experiment skills, but also improved the scientific 

research thinking which is stirring.  So I want to study the amino acid sensor molecule 

and the mechanism of amino acid sensing further in Kanai Lab. 
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【Campus Asia Report】 Sung-hae KIM

Home university：Yonsei University

Period of your stay：August 2017

Name of the host department：Bio-system Pharmacology (Kanai Lab)

1. Program description

   In professor Kazuto Kanai’s laboratory that focuses on study of biotechnology and 

health policy, we had active discussions for about three to four times a week, sometimes 

1:1 discussion, yet often in a small group of three and four researchers.  The topics 

include health research and development policy (AMED system in Japan), culture 

differences and public’s perception about new biotechnology, further medicine (robotics, 

artificial intelligence (AI), stem cell therapy and clinical application, etc.), how to provide 

correct and adequate health information to the publics, eHealth, public engagement in 

health policy making, and many more. 

2. Learning outcomes

   In discussion with a Japanese medical doctor, we have found out that many 

Japanese people seem to struggle with health literacy, perhaps due to its aged 

population; yet its essential problem might be that people have less interest in listening 

to detailed health information, which is difficult to understand for nonmedical experts. 

Doctor - patient’s relationship is based on the trust, which is very important in clinical 

setting, so in Japan, patients strongly believe what their doctors say.  However, this 

relationship seems to be in a paternalistic position, while in Korea patients are more 

likely in position of consumer, yet with the tradition of medical tourism.  In Korea, there 

were constant civil movements in 1960s and 80s nationwide that derived from student 

movements.  From this experience, Korean citizens learned if they speak up together, 

their voices could be heard.  Therefor, this is the nation that fully understands the 

power of public voice, and they have strong willingness to decide themselves about the 

matters that may change their life.  This seems similar for patient’s willingness to make 

his/her own medical choices.  More and more, the patients want to learn about their 

health and receive correct health information that they tend to search their symptoms 

on Internet through smartphones, and want to listen to doctor’s advice online.  A part 

of the government’s long term eHealth project included the provision of online health 
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information, and this is nowadays helping patients to participate in making health 

decision. 

3. Experiences in the country you studied

   While discussing about the dynamic informed consent project for rare genetic 

disease RUDY with Professor Kato, I was convinced that research of nowadays should 

no longer remain at domestic setting, but indeed requires interdisciplinary and 

international collaboration.  If we stay within the country, we tend to remain the same, 

always meeting the same people, and ideas same – it is then difficult to move step 

forward.  Certainly, innovation is limited if we do not learn and experience new outside 

world. 

4. Influence on future career goals or choices

   This program helped me confirming the importance of international research 

collaboration in academic areas, including health policy, even though this is the field that 

needs to greatly reflect national situations.  When we talk about ‘globalization’, many 

people first think about modernization or sometimes believe this aims to make society 

more westernized, but I personally believe globalization is about learning hoe to 

communicate comfortably wit different nations, in spite of our historical, cultural, social, 

and economic differences.  As a young generation who lives in this era of globalization, 

I believe I am having more opportunities to work with various experts who frequently 

share the same ideas, which derived often from different perspective, and I believe this 

is one of the most exciting work processes that an academic researcher could find out. 

CAMPH allowed me to discover my potential to work abroad. 

5. Comments

   It would have been much meaningful if there were some opportunities I could meet 

other Japanese students/researchers and/or other Campus Asia students of different 

fields, not just seeing the research from the laboratory I was assigned to.  I think doing 

so, this CAMPH program would create stronger interdisciplinary network among its 

Japanese and foreign students. 

   Also, I thought that for undergraduate students, 3 to 4 weeks of exchange program 

would be enough to stimulate their research enthusiasm, but this term seems to very 

short for a graduate student, who is willing to do more research focused activities. 

However, this short visit was enough for researchers – both from Japan and abroad – to 
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know each other, share different ideas, and find out common research interests for future 

collaboration.  If a graduate student wants to do actual research, I would recommend 

to stay more that 3 to 6 months. 
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【Campus Asia Report】Huang Chao

Home university：Peking University

Period of your stay：March 2017 – April 2017

Name of the host department：Public Health

1. Program description

   Global aging has made a paradigm shift from communicable disease to non-

communicable disease, dementia and other aged-related diseases.  Asian countries, 

composing a large world population, boosted the global aging with declining birth rates. 

So advanced research on prevention, treatment and medical care will be essential to 

provide new evidence, skills and technologies to solve the health problems of global aging. 

This program aimed to raise research leaders in medical science and public health to 

solve global health problems through the Campus Asia Project among Japan, Korea and 

China. 

2. Learning outcomes

   First, I learned lots of lectures, including the cohort studies and outcomes in 

exchange laboratory and Japan, environmental medicine, maternal and child health. 

Also we have learned some basic theories about epidemiology, such as cause of disease, 

regression and correlation, three levels of prevention and so on.  Then, I gave teo 

presentations to teachers and classmates in the exchange laboratory about my own 

current work and some data on non-communicable diseases in China.  Professor Iso and 

other teachers gave valuable advice on my work and we discussed current situation on 

important health problems in Japan and China together. 

3. Experiences in the country you studied

   I thought this would be a good memory for me.  Thought it was a short time, I have 

experienced much about the culture and customs about Japan.  First, we had abundant 

lessons covering different fields in public health.  Then, I visited lots of places of 

interesting, such as Kyoto, Osaka Castle, Tsutenkaku.  Third, I tasted kinds of food, 

like Takoyaki, Okonomiyaki and Sushi.  All of them were delicious.  Last, I made many 

new friends and took lots of photos.  All in all, I really felt very lucky to have this 

opportunity to be in Japan. 

46



4. Influence on future career goals or choices

   First, teachers gave me much advice about my research which would help me to 

improve my design and work.  Second, I have considered to get a PhD degree when I 

finish my graduate school for a long time, but I have not decided which school to apply 

for.  Through this short-term exchange, maybe I will think about to go to Japan, 

especially Osaka, to learn for my PhD degree. 

5. Comments

   I think all the relative staff were very enthusiastic and kind.  Which is the most 

important thing is that teachers and classmates were pretty serious and careful about 

this project and I felt comfortable and convenient to do many things, so I just want to 

thank for all the people I have met in Japan. 
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【Campus Asia Report】Wu Zijun

Home university：Tianjin University of Traditional Chinese Medicine

Period of your stay：March 2017

Name of the host department：Bio-system Pharmacology (Kanai Lab)

1. Program description

   As a post graduate student of Tianjin University of Traditional Chinese Medicine, 

I had a good opportunity for practicing in the program for nurturing medical research 

leaders to solve global health problems of CAMPUS Asia Project at Osaka University. 

It is a traditional program run by China, Korea and Japan.  The aim of the program is 

to promote academic communication between schools, enhance the level of excellent 

young talents in both international cooperation and cultural exchange, strengthen the 

globalization of the university education, so as to improve the quality of higher education. 

2. Learning outcomes

   It is a very fortune that I had a opportunity to study in the laboratory of professor 

Yoshikatsu Kanai at Osaka University.  In the laboratory, I had finished the experiment 

that I have never done before and gained a great result.  From the experiment, I learned 

a new skill to culture cell and used the machine to detect the fluorescence in cells.  In 

addition, I had a chance to present a paper which was published by researchers in this 

lab.  From the paper, I learned many classical experiment methods and new knowledge. 

I also participated in the seminar in the lab, knew more research contents about the lab 

and communicated with the teachers and students about more of my thoughts. 

3. Experiences in the country you studied

   In the laboratory, there are many advanced instruments and equipment.  From 

doing the experiment and reading papers, I learned a lot of experimental methods.  The 

most impressive to me was rigorous academic attitude of people here, everyone was very 

busy and efficient.  I enjoyed the condition and felt a sense of fulfillment.  In the life, 

living in Japan is very convenient, especially the transportation.  It is very punctual 

and fast.  The environment around me is beautiful and fresh and people are gentle. 
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4. Influence on future career goals or choices

   Through the exchange program, t had a deep impression on both study and life in 

Japan.  I have come back to my motherland and will continue my study.  I realize that 

although what I have done is a very little part, but it is an important part in the 

development of human health.  I think that in the future I will be more rigorous and 

steadier on my research, and I hope to further my study if it is possible. 

5. Comments

   I really thank you for providing me such a program to exchange in Japan, although 

it is only one month here, I am interested in the study and life.  It is the first time to 

come to Japan, it may be better if you can introduce the exchange students about the 

history and culture and so on of Japan and the university they exchanged. 
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【Campus Asia Report】 Ahmed Emadeldin Arafa Abdellatif

Your major in home university：Public Health

The period of your stay：1 Month

The laboratory you were accepted：Peking University, Tianjin University for Traditional Chinese

Medicine, Yonsei University 

1. Why did you participate in the Campus Asia Program?

CAMPUS Asia (Collective Action for Mobility Program of University Students in 

Asia) is a student exchange program funded by the Ministry of Education, Culture, 

Sports, Science and Technology (MEXT). Since I am interested in global health, I found 

that participating in this program could help me in understanding the major public 

health challenges facing different countries in Asia. Also, I planned to meet professors 

and academics with similar interest from other Asian universities. In addition, I have 

never been to China or South Korea, therefore, I found the program a great chance to 

visit both countries and know more about the academic life in their universities. 

2. What did you study in this program?

During a period of 1 month, I did the following:1) Attended lectures and seminars 

at Yonsei University, South Korea for 2 weeks. These lectures covered several 

environmental health, occupational health, public health, and global health issues. I had 

also a great chance to listen to presentations given by other students. 2: I attended the 
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Diabetes Epidemiology Conference. Throughout the days of the conference, I had a 

chance to attend many lectures and listen to the critics and comments on the 

presentations. I also met many academics from Australia, Hongkong, the USA, and 

Korea, 3: I attended a 1-week lectures about traditional Chinese Medicine in Tianjin 

China, 4: I attended many lectures about epidemiology and risk prevention in Peking 

University China. 

3. How was the stay in the country you visited?

In Yonsei, the dormitory was wonderful, 

the subway system in Seoul was convenient, 

and mentors were helpful. I also appreciated 

the tour in the Yonsei University Hospitals. 

Although the traditional Korean food was a bit 

strange to me, I started to like it by the end of 

my travel. 

In China, the hotel in Peking was 

amazing and the dormitory in Tianjin was OK. 

The Chinese students were very helpful, and 

they guided us throughout our tours. They also 

helped us with tourist visits and shopping. I 

believe that the Asian culture is very precious. 
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4. Others or some messages for future participants

I encourage students to participate in CAMPAS ASIA programs. It will be 

wonderful if they had their own plans day by day in addition to the program schedule, 

so they can get the best of every moment they spend in the foreign universities. I also 

recommend them to socialize and make friends, visit the cultural and historical places, 

and get in touch with the academic life in these universities. It will be wonderful if 

students according to their specialties could cooperate in future research. This may open 

a new aspect for the program. 
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【Campus Asia Report】周萌 Zhou Meng

Your major in home university：Public Health

The period of your stay：2019.06.30～2019.07.20

The laboratory you were accepted：Public Health in Yonsei University

1. Why did you participate in the Campus Asia Program?

Campus Asia Program provides us an opportunity to learn more about how to 

conduct researches on prevention and control of global health issues, especially lifestyle 

and aging related diseases. We can expect to establish fruitful networks which will 

enable us to work closely and efficiently with researchers and professionals in the 

future. I hope to improve the comprehensiveness and flexible ways of thinking, as well 

as logical thinking through this program. I believe if I have the chance to take part in 

this program, it will become extremely precious experience to help strengthen my 

ability to solve health issues scientifically.  
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2. What did you study in this program?

I had a better understanding of medical 

system in South Korea, how they collect 

medical information and make use of it on 

decision making. I learned what research 

professors in Yonsei University are focusing 

on, and the challenges they are faced with. 

During the preparation for final 

presentation, I understand the relationship 

between climate change and health in ageing 

group, and l gained the ability to assign task 

to each team members and work together to 

give a better presentation. This workshop 

helped me improving my ability of teamwork. 

I also learned about the Korean policy on 

HPV vaccine, which is different from 

Japanese Government's "not advocate" 

attitude, South Korea have a positive 

attitude and provide HPV vaccination for 

free. Last but not least, we attened Korean 

language class, it’s pretty interesting. 

3. How was the stay in the country you visited?
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It was a wonderful stay in Korea. Professors and students there treated us very 

warmly so that I got many chances to experience Korean culture. The dormitory provided 

for us is neat, comfortable and near from the lab we have to attend. Life and study in 

Korea even more convenient than I stay in my home university. Campus Asia program 

arranged colorful culture activities for us during the weekends, we could carve a seal for 

our own Korean name, and had a tour in Gyeongbokgung Palace dressed in Korean 

traditional clothing, Hanbok. We also went to Bukchon Hanok Villiage to learn about the 

structure of Korean traditional house and knit our own Korean knot, they are so 

beautiful. We also enjoyed many delicious food like Korean barbeque, traditional Korean 

cuisine, Bibimbap, troop pot and Samgyetang. At the last day, I can even go for a concert 

on my own with my poor Korean. My stay in Korea is so unforgettable for me.  

4. Others or some messages for future participants

Japan, China and Korea are all Asian countries, they share similar culture in many 

ways. Although we are Chinese who come from Japan, Professors in Yonsei University 

taught us much useful knowledge in Public Health and Medical Law warmly.  Although 
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we have many things in the same, I still get to know their different treatment on medical 

information collecting and terminal patients. We can get to know the basic medical 

system in near countries and outstanding researchers. I think we can have more 

corporations and exchange on research and policy making, it can help us to learn from 

each other. It's also the first time I went to Korea, I learned a little Korean, experienced 

many Korean traditional culture activities and enjoyed many Korean food. Participating 

Campus Asia program really left me very precious memories.  
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【Campus Asia Report】唐誠尭

Your major in home university：Public Health, Osaka University

The period of your stay：2019/06/30－2019/07/20

The laboratory you were accepted：Yonsei University

1. Why did you participate in the Campus Asia Program?

Firstly, as one who comes from an Asian country, public health and its relevant 

studies are closely associated with us.  Through Campus Asia program, I can know 

more about current status of public health in Asian countries.  I am of full enthusiasm 

to devote myself to the development of public health in Asia and make the best efforts 

on the way to achieve a global leader.  Secondly, public health is quite a subject of 

solving particical matters.  Only when such practical works are went through, can I 

have a better comprehension on researches in this field.  Campus Asia program is a 

good chance for me to experience the practical process of solving problems, so I am 

motivated to join Campus Asia program.  Moreover, global view is of great significance. 

Globalization does not only lie on economy, but also medical science and public health. 

Research in each country should be considered as an integral whole rather than a single 

one.  Since global view now is eagerly required, I am motivated to participate in the 

international workshop of Campus Asia which can cultivate my global view on public 

health.   

2. What did you study in this program?

First, we had an opening 

ceremony as picture shows. 

We introduced ourselves to each 

other and discussed agenda of 

the following days.  We had 

five lectures during my stay in 

Yonsei University.  Lectures 

about risk factors, psychiatry 

epidemiology and R were done 

at the first week.  Lectures 

about medical law and aging 
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were done at the second week.  We watched a movie and had a discussion about the 

movie and the social phenomenon the movie reflected.  We learned how to calculate 

SMR by using R.  I think these lectures are very helpful.  And I am very glad that you 

attached importance to statistics and statistical practice.  I hope you can give 

participants more opportunities to do some statistical analysis on their own.  As well, I 

think more team work could be better. 

I attended lab work of the Department of Public Health at the third week.  First 

day, I attended the group meeting.  And we learned some useful statistical knowledge 

during the meeting with two professors.  At the last day, we had a lunch meeting with 

the professor.   As these picture shows, I worked with one student from Peking 

University to do a research on association of dietary pattern with an aging related 

disease, sarcopenia. We reviewed relevant literature and presented our results to 

professors, tutors and other groups.   
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3.How was the stay in the country you visited?

It was a very exited experience for me in Korea, because they prepared a lot for 

us. I was so satisfied with the dormitory.  Moreover, two tutors were designated to one 

group for helping our research.  The two tutors of our group were very friendly.  They 

guided us to use library resources and provided us with plenty of useful advice.  

The coordinators of this program in Yonsei University was also very friendly.  

We had a great chance to experience Korean culture, because we were guided to visit 

Gyeongbokgung Palace, Bukchon and national museum. 
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4. Others or some messages for future participants

Aging now is one of the most serious issue in the field of public health.  Through 

this workshop, I have a better understanding on it, and I hope I can contribute myself 

to solve this issue to some extent.  Also, it is helpful for me to acquire education in 

different countries.  I think I should participate in more such international affairs.  

The exchange program of Campus Asia is a great opportunity for medical students, 

especially those who are concerned about global health, to have a global view on 

whatever they are working on right now.  
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【Campus Asia Report】Gita Nirmala Sari

Major in your home university：Public Health

Period of your stay：August 2018

Name of the host department： Yonsei University college of Medicine

1. Program description

2018 Campus Asia Workshop is a program designed for students studying in medical

fields in associated universities in CAMPUS ASIA consortium. The workshop will give 

experience about Yonsei University`s remarkable scientiest`s talk discussing the 

challenge and opportunities facing medical and public health problem in aging society. 

Besides, there is program about cultural and social experiences for understanding 

trilateral communities will be the other important features of CAMPUS Asia workshop. 

2. Learning outcomes

1. Increased knowledge and insight into research on aging and metabolism, social factors

and healthy aging, aging and immunity, cardiovascular disease and aging

2. Increased knowledge and insight into research on Geriatrics

3. Increased knowledge and research insights on Neurodegenerative diseases, dementia

and Alzheimers Diseases

4. Increased knowledge and insight into research on orthopedic and surgical issues in

aging society

5. Increased knowledge and insight into research on the types of research conducted at

the Yonsei University College of Medicine preventive medicine department

6. Increased knowledge about Global Health and Law and Bioethics and Medical law

7. Enhanced the experience of Korean sociocultural society

3. Experiences in the country you studied

I received a lot of things during the 3-week workshop at Yonsei University College 

of Medicine, such as knowledge and insight on aging and factors related to aging. In 

addition, the description of the types of research conducted in the Department of 

Preventive Medicine also inspired me to develop a further research framework. We also 

got the opportunity to attend a meeting of researchers who discuss their report progress 

in a research collaboration. Then, the introduction of Korean culture was also very useful 

for me. Experience visiting historical places such as the Korean Folk Village, 

Gyeongbokgung Palace, and several museums in Korea such as the National Folk 
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Museum, War Memorial Museum of Korea, the National Museum of Korea provided 

many important lessons on the importance of history and culture for the Korean nation. 

We also got the opportunity to take Korean language classes that was very useful for 

simple communication while in Korea. 

4. Influence on future career goals or choices

The results of this workshop will be very useful for the development of my next 

research framework especially regarding the health problems of aging population, 

especially women during menopause. A model of cohort study conducted at Yonsei 

University in collaboration with several universities in Seoul using community data from 

the National Health Insurance Corporation gave me the idea to be able to adopt a 

research system like this for my country later. Then the Global Health problem is 

important to understand and it attracts me to learn more and hopes to make an 

important contribution to Global Health activities for the community, especially for 

maternal and child health by building partnerships with several important world 

institutions such as WHO, UNICEF and etc . 

5. Comments

Thank you very much to the Campus Asia Program, especially Osaka University 

Graduate School of Medicine, Public Health Department and Yonsei University College 

of Medicine for this valuable opportunity for me. The experience of attending this 

workshop is very important to me especially when I return to my country later. In 

addition, from this workshop, I was able to collaborate with other students from China 

and Korea, which was very useful for the development of cooperative relationships in the 

future. As an improvement material for the same activities in the future, it would be 

better if each student was given the opportunity to be able to study in the laboratory 

according to specialization and not just lectures from the professor. Besides that, it would 

be better if students were given the opportunity to learn the types of data used in the 

public health laboratory and given the opportunity to try to use the data in a study of 

health epidemiology and public health. 
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【Campus Asia Report】Yan Fangyu

Major in your home university：Public Health

Period of your stay：February 2019

Name of the host department：Department of Public Health, Yonsei University

1. Program description

   This program contents vivid activities which make me feel valued during the 

program.  It contains Korean class, Lectures, Culture Experiencing program, Hospital 

Tour and CMERC cohort studies field study. 

2. Learning outcomes

   During the 20 days I started to learn of some easy Korean language like alphabet, 

greeting phrase and some easy sentences, words and grammars.  I learned lot through 

this class and will continue to learn Korean. 

  I also learned a lot from the lectures.  Professor Kim gave us a lecture about the 

health condition and the change through the years.  He also introduced the data base 

they have and introduced the CT research center they have, which impressed me a lot. 

The insurance database is a valued data resource which can reflect almost all the health 

condition changes.  Then I had a lecture about the occupational health given by 

professor Jin-Ha Yoon and mental health problems and the related chronic diseases 

lecture given by professor Sun-Jae Jung.  The occupational health lecture is carefully 

designed and really interesting.  I knew the basic knowledge of occupational health and 

what we should focus in this Subject － that is change something we can change like

the working conditions and the worker’s awareness.  Professor Yoon introduced the 

obligations and rights of the workers, governments and companies.  Something I used 

to believe is the companies obligations actually is something should be done by 

governments.  After this lecture, we had the lectures given by professor Jung. 

Professor Jung is really smart and knowledgeable.  She introduces her research in 

PTSD patients and their chronic diseases condition.  It is the first time that I know the 

PTSD patients also have the high risks of cardiovascular diseases.  If we know what 

kind of problem they may have, we would know how to protect them better.  The 

psychological problems may become more severe these days in Asia.  So psychological 

epidemiology may be a hot point of epidemiology research.  Professor Jung also 
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introduced some other research topics like GWAS which inspired me with my future 

research a lot.  I also joined the CMERC cohort studies field study during my stay.  I 

observed how the students and researchers collect the data of the patients and what kind 

of data they are collecting.  I have read the papers of the CMERC baselines and one 

difference I noticed was collecting the saliva of the patients which is now showed in the 

former study.  That is collected just from this follow-up.  And they will test the 

biomarkers which can reflect the cardiovascular and metabolic disease.  And this also 

reminds me that we could also do this kind of test in our cohorts.  With the development 

of technology and with the price of the test goes down, we should have more possibilities 

in our cohort. 

3. Experiences in the country you studied

   This is the first time I visit Korea.  I watched several Korean dramas several times 

before.  The drama was selected and with great quality.  At that time I was looking 

forward to visit Korea and thanks to the Campus Asia Program I finally have this chance. 

Like China and Japan, Korea has long history, and as a part of Asia, Korea share the 

similar culture to China and Japan.  As for the eating habits, Korean has a great 

vegetable intake.  They have several kinds of vegetables in one meal.  The pickled 

Kimchi which made by cabbage increases Korean People’s vegetable intake a lot.  I have 

not eaten the same dish during 20 days.  I love Korean food so much.  The price is much 

cheaper and the taste is really great.  The spicy flavor makes me feel home.  I visited 

Busan and Inchon during this time.  I really admired Korean artists work which is 

really gorgeous.  And the natural scenery is also attractive.  The coast line and the 

mega city goes together.  It is a kind of view which I never saw before. 

4. Influence on future career goals or choices

   This time visiting Yonsei University make me know much about their studies which 

inspired my future research.  I have more idea about the future research and after my 

coming back I will find out what I am going to do with my research during the doctor 

program.  In addition, I know a lot about the Public Health Department in Yonsei 

University.  I appreciate their research very much and want to have the chance to study 

there.  I was astonished the Big Data study in the national insurance study.  I want to 

have the chance to do this kind of study in the future. 
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【Campus Asia Report】Kaede Kouno

Major in your home university：Public Health

Period of your stay：February 2019 – March 2019

Name of the host department：Preventive Medicine and Public Health, Yonsei University

1. Program description

   The program was consisted of study part and cultural part.  About study part, I 

took three lectures by professors (explained below).  Moreover, I visited and observed 

the research site of the CMERC cohort study.  I learned the overall process of follow-up, 

and the contents of the questionnaire.  Lastly, I participated in the hospital tour.  I was 

impressed by the International Health Care Center, which provides quality medical care 

to foreigners.  Also, the whole building was not like “hospital” for patient’s comfort.  As 

for cultural part, I joined the traditional tour and took Korean language classes 

(explained below).  Also, Professor Kim and members of the laboratory invited me to the 

welcome dinner.  The last day, I delivered my final presentation to professors and we 

discussed about my topic. 

2. Learning outcomes

   I took three lectures by professors.  In the first lecture, I learned health problem 

in Korea and how social economic status affects people’s health.  In the second lecture, 

I learned about the occupational health and each responsibility of the Government, 

employers, and workers.  The last lecture was “linking mental health and physical 

health”.  I learned two linkage that are changing health behaviors and biological 

alterations.  I got many aspects of public health to compare with Korea and Japan.  In 

addition, about the cohort study, the process was similar to Japanese one.  However, the 

study conducts jumping test in order to check the body condition (in Japan, standing test 

is conducted).  It was interesting that the way of testing is different depends on the 

country. 

3. Experiences in the country you studied

   I joined the traditional tour planned by Ms. Kim (the coordinator of the Campus 

Asia Program).  I wore the traditional costume of Korea “Chima jeogori”, walked around 

the place “Gyeongbokgung”, enjoyed the Korean dishes, and tried Korean calligraphy. 

Moreover, I learned Korean language.  My teacher was very kind, so I enjoyed learning 
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every time.  I will continue to study after I come back to Japan.  At the first weekend, 

I had a trip to Busan with participants of the program.  I visited the artistic village 

“Gamcheon Culture Village”, beautiful seacoast “Igidae Natural Park”, and so on. 

Lastly, I tried Korean food when not only when I ate out, but also when I ate at cafeteria 

at my dormitory.  Some of them were similar to Japanese dishes.  I love all the Korean 

food which I tried.  Someday I want to be able to cook Korean food. 

4. Influence on future career goals or choices

   In my stay in Yonsei, I was interested in the dietary reference intakes of Korea 

because I saw the nutrition facts every day.  I found some differences between Korea 

and Japan.  According to the Korean standards, for example, the standard of sodium 

intake is same as the standard of WHO.  It means that it is more strict level than Japan 

even though Korean diet also includes salty food as Japanese diet.  Moreover, I saw the 

sign for “Green food area” in Seoul city.  It indicates that it is not allowed to sell foods 

which have bad effect on children’s health in all areas around elementary schools.  I 

realized again, that it is important to improve the environment for people’s health. 

Therefore, after I graduate, I want to contribute such improvement for the viewpoint of 

dietitian. 

5. Comments

   During this program, the Yonsei University was at the end of the fiscal year. 

Therefor, the number of lectures was not many.  Of course, I was satisfied with not only 

lectures, but also cultural experiences.  However, I had plenty of time several days per 

week, so if more lectures had been scheduled, it would have been better.  Also, I spent 

a lot of time with some Chinese participants from the same laboratory.  We talked a lot 

about our own thoughts, culture, and feelings in Korea.  So, including the time out of 

program’s timetable, I spent precious time. 
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【Campus Asia Report】 OGAWA KENTO 

Major in your home university：Public Health

Period of your stay：February 2019 – March 2019

Name of the host department：Public Health, Peking University

1. Program description

"First, I’m really appreciate for allowance to join this useful program.  This 

program included the following classes and opportunities, Public Health overview health 

education, visit of Psychiatric hospital, Global health, Health economics, fangshan 

Cohort study, Infectious disease, food safety, Air pollution of PM 2.5, CKB data. There 

were more than 30 hours time in this 3 weeks and we can ask and discuss the questions 

of the theme directly. We are satisfied of these classes." 

2. Learning outcomes

"I have two good results, generally.  I could deepen the knowledge about the 

ongoing public health environment in China, in addition, the expectation of the Chinese 

government policy to cope with that situation. And, There was an opportunity to present 

my own topic of research for Chinese researchers in Peking University. They gave me 

some constructive ideas through discussions. " 

3. Experiences in the country you studied

Through the experience the life in Beijing of three weeks, I could gain the two views 

about the surroundings in China. China is one of the most rapid developing countries, 

and has been already developed country. There are still some problems about the public 

health, in particularly, air pollution, smoking habit of people, metabolic issue. I could 

experience those things directly. Moreover, I could understand the research 

environments was ideal mainly because professors, teachers and other researchers are 

supportive to researchers. 

4. Influence on future career goals or choices

Now I’m planning that the studying abroad for one year to Peking University. In 

order to enable to study for long term, I could get the valuable information about 

selections of the topic, choosing of the supervisor, and basement of the daily life. This is 

a quite good opportunity to get to know actual situation of studying in Peking University. 

67



I could imagine some part of the future plan. 

5. Comments

There is one Chinese proverb, yan jian wei shi眼見為実. This proverb is literally

right. A lot of things about Chinese public health fields surprised me. Finally, Thank you 

for immense support for me. 
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【Campus Asia Report】大内詩野

Major in your home university：Public Health

Period of your stay：September 2017

Name of the host department：Department of Social Medicine and Health Education

1. Program description

(1) Lectures about public health in China

Public health in China (food safety, environmental problems, nutritional

epidemiology focused on breast milk etc.) 

(2) Studies in Peking University

With professors and students at Peking University who majored health education or

biostatics, (nutritional/genetic) epidemiology, we discussed about studies which 

conducted in Peking University and also in Japan in team meeting. 

(3) Field trip

I visited WHO Beijing office, there public health centers/stations and study site of

Fangshan Cohort Study. 

2. Learning outcomes

   Studying in Peking University was great opportunity for me to learn public health 

in Asia.  The most interesting point was the Chinese health care system.  Chinese 

health centers play an important role of not only disease prevention and health 

promotion but primary access to medicine for residence.  It is one of the major 

differences from Japanese ones.  I think Chinese health centers are more familiar with 

residents than Japanese one if flows of patients are improved.  Another difference is 

workers in health center.  In China, there are doctors and nurses but very few other 

health professionals like dietitians.  I was also surprised to know that dietitian is not 

popular in China.  It was great experience for me to discuss about the role of dietitian 

in China and Japan with professors and students because it gave me an opportunity for 

rethinking about my role as a dietitian in public health. 

3. Experiences in the country you studied

   I was also interested in Chinese diet as a dietitian.  I learned Chinese dietary 

culture through discussing with professors and students.  In Peking University, 
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professors and students gathered from all over the country.  So I could learn many 

Chinese dietary cultures which has features by region.  I also diligently visited groceries 

stores or restaurants and checked what kinds of food were sold or served.  I felt that 

fruit and vegetables are easily available (because there were a lot of groceries and fruit 

and vegetables are cheap) and absolutely essential for Chinese diet.  It contributes to 

higher consumption of fruit and vegetables among Chinese.  This notice were very 

helpful for my master thesis, it focused on relationships between eating behaviors and 

obesity. 

4. Influence on future career goals or choices

   It was already decided that I would be public health dietitian in April 2018 when I 

visited Peking University.  So it was a great opportunity for me to compare the local 

health care system between Japan and China.  Both countries have similar serious 

problems for example aging society and increasing NCDs patients and they have led to 

increase medical expenditures.  I think it is important to rethink about the function of 

health center to improve public health situation in Japan.  I hope I could make use this 

experience to my future work. 

   Also, I learned interest of studying abroad.  I could get a lot of new 

viewpoints/hints to solve problems in Japan.  This experience made me more eager to 

study/work abroad. 

5. Comments

   It is honor to study in Peking University using Campus Asia program though it 

was only 3 weeks.  I wish to express my appreciation for professors and students who 

met via this program.  I wish this Campus Asia program will have many more 

successful years. 
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【Campus Asia Report】 恋水諄源 Jungen KOIMIZU

Major in your home university：Biomedical Ethics and Public Policy

Period of your stay：January 2018 – February 2018

Name of the host department：Asian Institute for Bioethics and Health Law, Yonsei University

1. Program description

   In this stay, I studied social issues on robotic surgeries and ethical issues on 

precision medicine with literature review and tried to compare Japanese and Korean 

situations.  My mentor had time to discuss my idea and helped me to refine my 

arguments.  I made preservation twice in this stay: on Jan 31st as the progress report, 

and on Feb 13th as the final presentation.  In addition to these main studies, I had 

chance to visit the Department of Plastic Surgery in Severance Hospital (on Jan 29th) 

and to learn the actual circumstances of Korean plastic surgeons.  Also, I attended 

informative lectures and meetings discussing Korea health system, strategic foresight of 

technology and society, and sustainable development.  Furthermore, all of students 

visiting with this program including the students from Beijing University, attended 

Korean language lecture every evening. 

2. Learning outcomes

   This stay provides me very good circumstance for research, because it free me from 

daily duties which interrupt my concentration.  I completed two articles in relation to 

the study in this stay after I came back to Japan.  As the AIBHL, the department which 

accepted me, was timely planning to publish a new bulletin, I submitted my articles to 

it.  Also, as an outcome of the Korean language lecture, I became able to provide oral 

reading of picture books in Korean to my sons, making comparation with Japanese 

version. 

3. Experiences in the country you studied

   I could have chance to make comparison between Japanese and Korean situation 

in relation to my research field and the medical systems.  My mentor prepared for me 

the opportunities to meet the famous researchers in Korea.  I greatly appreciate her 

coordination.  Besides, the Korean language lecture was also fruitful not only for 
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language skill but also knowledge of Korean culture.  The class was also a good place to 

communicate with the Chinese students.  We could discuss our differences and common 

grounds in the culture and social systems. 

4. Influence on future career goals or choices

   Because I am student working as medical doctor at the same time, it may be 

difficult to connect this experience directory connect to my career goals.  I fact, I feel it 

will be interesting for me to work in Korea or the other foreign countries as a researcher. 

However, it seems nearly impossible for me to do so actually, because my MD license does 

not work in foreign countries.  Even if I could have an occupation as a researcher, I will 

need to have part time jobs as a medical doctor in order to support my family.  The 

choice of clinician researcher is my fundamental problem of which I hope to achieve a 

balanced solution, although it might be  unrelated to this program. 

5. Comments

   In this stay, I enjoyed the comfortable circumstances in Yonsei University where I 

could concentrate on my research.  Though the length of the stay, just one month, was 

too short to achieve some academic outcomes like a peer-review journal article, I could 

experience fruitful discussion with Korean researchers.  Here, at the end of this report, 

I would like to show my great appreciation for those who cooperated on the program, 

including Prof. So Yoon Kim, Ms. Ji Hyun Yang my mentor, Ms. Soo Kyoung Kim the 

Korean Campus Asia officer, the Japanese Campus Asia officers and the other colleagues. 
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【Campus Asia Report】Romanov Victor

Major in your home university：Osaka University graduate school of medicine

Period of your stay：March 2017

Name of the host department：Xinhua Hospital affiliated to Jiao Tong University of Shanghai

1. Program description

   I had been training in Xinhua Hospital, affiliated to Jiao Tong University of 

Shanghai from March 2nd to March 25th.  During my training I got acquainted with the 

organization, clinical work and scientific research of nuclear medicine department of 

Xinhua hospital.  I took part in weekly meetings and had been reviewing pediatric and 

adult oncology PET-CT studies.  I have also visited nuclear medicine departments of 

two other hospitals, affiliated to Jiao Tong University. 

2. Learning outcomes

   During my training I could see many interesting, rare and representative cases of 

pediatric diseases, like pahygyria, hepatoblastoma, clear cell sarcoma of the kidney, 

panniculitis-like T-cell lymphoma, small-blue-round-cell tumors and many others. 

Many cases were at advanced stages, with metastatic spread.  As for the adult patients, 

I could see many cases of tuberculosis, including cases of tbs with uncommon 

presentation, not very common in Japan.  In other hospitals I could see interesting and 

up-to-date equipment, like a camera for scintimammography, semiconductor cardiac 

SPECT and new PET-CT cameras, manufactured in China, could see images acquired 

with these new devices.   

3. Experiences in Japan

   In Japan I have been studying nuclear medicine for two years, first year as research 

student and the second year as PhD student.  I have seen a big variety of clinical studies 

of general nuclear medicine and PET-CT and several research studies.  I participate in 

creation of teaching database of clinical cases in English.  I also got acquainted with 

Boron Neutron Capture Therapy, very promising therapeutic modality, and FBPA (4-

Borono-2-(18F)fluoro-L-phenylalanine) PET as a novel diagnostic modality.  And my 

current research work is related to prediction of boron concentration in normal tissues 

before BNCT in order to reduce radiation injury. 
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4. Influence on future career goals or choices

   In Xinhua Hospital I have realized that pediatric oncology is a very special field of 

medicine.  Many malignancies occur only in childhood, and other tumors, arising in 

both pediatric and adult patients have not only different clinical presentation and tracer 

uptake features but even treatment and prognosis.  So I understood, that I have to 

improve my knowledge in pediatric oncology. 

74



【留学体験記】 臼杵里恵

所属 大阪大学医学系研究科

留学期間 2017年 2月

留学先での所属 延世大学校

1. 留学プログラムの内容
・延世大学校公衆衛生大学院 Prof. Hyeon Chang Kim研究室において行われる 3つのコホ
ート研究 Cardiovascular and Metabolic Disease Etiology Center (CMERC study),

Jangseong Hight School Study (JHSH), The Korean social life, health and aging project-

health Examination Survey (NHANES)について、共同研究の可能性を探りながら情報交
換やフィールド見学を行った。
・延世大学校医学部公衆衛生学院において、講義、プレゼン発表、ディスカッション、施設
見学を行った。
・National Cancer Centerにて、「National Cancer Control Program in Korea」、「Cancer

Burden in Korea Cancer Registration」、「 Cancer Prevention Smoking Cessation

Program」、「Hospice, Palliative Care」、「Cancer Early Detection」、「Cancer Information

Center」のレクチャーを受けた。
・大阪大学公衆衛生学教室で現在行っているコホート研究(JPHC-NEXT、CIRCS 研究)の
プロトコル及びその成果についてプレゼンを行い、研究や、生活習慣病対策についてディス
カッションを行った。
・prof. Il Sun (Cardiovascular disease, Nutritional epidemiology, Genetic epidemiology)、
prof. Sun Ha Jee、prof. Changsoo Kim (Environmental Medicine/Clinical epidemiology)

との面談を行い、研究について情報交換を行った。
・Korean Society of Cardiometabolic Syndrome 2017 Annual Scientific Sessionへ参加し
た。
・週 2回 2時間韓国語習得のため、語学教室へ通学した。(bestfriend academy)

2. 学習成果
フィールド調査見学を 2 回行った Korea Health and Nutrition Examination Survey

(NHANES)は、1995年より実施されている。調査の目的は、健康のリスクとなる要因の傾
向と主な慢性疾患の有病率を把握し、韓国人の栄養状態や健康評価を行うことである。また、
健康政策の構築や評価のための基礎データを提供し、韓国を代表する統計学的な健康栄養
状態を把握するために行われている。具体的には、①国民の健康計画の指標の確立と基本デ
ータの作成、②健康リスクの行動の動向把握（喫煙、栄養摂取、飲酒、身体活動等）、③主
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要な慢性疾患の有病率の動向と管理状態の把握、④生活の質や活動制限、障がいや疾病の医
療記録の分析、⑤他国と比較可能な健康指標の統計解析があげられる。対象者は、全国の
192 地域から多段階確率抽出された 1 歳以上の 1 万人である。調査方法は、スタッフは訓
練を受けた医療関係者で行われ、①対象者の自宅での調査：世帯情報等の調査を実施 ②
Mobile Examination Centers (MECs)での調査 (Health Interview/Examination)：訓練さ
れた医師、各項目の測定員らによって実施 ③栄養調査：MECs での調査から１週間後に、
対象者の自宅で実施がある。主な調査項目は、Health Interview（世帯、個人）、Health

Examination、栄養調査（24時間思い出し法）である。KNHANESのデータは、オープン
アクセスであり、広く研究に用いられ、国際比較も可能である。CMERC study、JHSH、
KSHAPについても同様に、研究プロトコル、解析に用いられる変数、発表されている論文
について学んだ。今後、共同研究も視野に入れ、研究テーマを見つけていきたいと思う。

3. 留学先での経験
日本の健康問題である生活習慣病は、韓国においても共通の課題であり、韓国と日本が協
同して健康問題を解決する必要性を強く感じた。また、同世代の韓国大学校の学生と交流を
行う中で、研究に対する姿勢に刺激を受けた。また、チャンスがあれば他大学にも留学に行
きたいと考え、そのための英語の勉強を継続して行っていきたいと思う。

4. 今後の進路への影響について
同世代の研究者と交流する機会をいただき、とても刺激になった。今後の進路についても、
広い視野を持ち続け、延世大学校とのグローバルなネットワークを活用して、日本だけでな
くアジアでも活躍できる人材になりたいと考えるようになった。
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【留学体験記】 カン ソンウン

所属 延世大学校医科大学一般大学院人文社会医学協同課程 

派遣期間 2019年 10月～2021年 9月（予定） 

派遣先での所属 大阪大学大学院医学系研究科医の倫理と公共政策学分野 

1. キャンパスアジアプログラムに参加した動機
動機として、まず、キャンパスアジアプログラムが学生として海外で研究できる最後のチ
ャンスだと思いました。日常と研究の使用言語である日本語に対する抵抗がなかったのも、
一つの理由でした。また〈大阪〉という新しい場所で、研究室生活ができる点もとても魅力
的でした。こうした経験は、私自身を一人の専門家のみならず、どこでも活動できるオール
ラウンドプレーヤーとして、自己成長ができると思いました。大阪大学での学びをもとに日
韓、ひいては東アジアの医学研究においての架け橋的存在になりたいです（図①）。

2. 派遣先での学習
医の倫理と公共政策学教室で、最初の半年は、毎週ある教室セミナーと研究倫理に関する
シンポジウムなどで基礎の勉強や現場での学びを積んできました（図②）。今年からは、研
究プロジェクトにも参加しております。ここで私は、二つの柱にガバナンスの視点でアプロ

①大学にて行われた、キャンパスアジアプログラム
同窓会でのセッション（2020年 1月）
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ーチを試みようとしています。その一つは、
ヘルスケア領域において AI に関する研究開
発、実装、利活用などを同定し、どのような
レベルまでに来ているのかに関し、スコーピ
ングレビューという科学的文献調査の手法
による現状分析をすることです。もう一つ
は、スコーピングレビューの結果をもとに、
患者をはじめ、医師、看護師、医療提供者、
医学研究者、医薬器の開発者に至るまでのヘ
ルスケアにおけるさまざまなステークホル
ダーを対象に行う半構造化インタビューで
す。そもそも医療における AI に興味をもっ
たきっかけとしては、昨年、東京で開催され
た AI ホスピタルのシンポジウムに参加して
からです。そこで、人工知能が現場に実装し
ているものの、この導入が実のニーズに基づ
くものであるかどうかを調査する必要があ
ると思いました。この研究を通し、医療政策
のためのガバナンスの視点からの提言、そし
て結果を市民・患者参画型の仕組みにするこ
とを目論んでおります。

3. 派遣先での生活において、よかったことや大変だったこと
楽しい毎日です（図③、④、⑤）。生
活の面においても、研究の面において
も、何不自由なくやっております。こ
れも、キャンパスアジアプログラムや
研究室の方々の手厚いご支援、ご協力
があってのものです。本当に感謝に思
っております。ありがとうございま
す。ただ、滞在の時期が悔しくも現在
進行形のパンデミックでしたので、大
阪で経験できるものが限定的になっ
ていたのが大変でした。けれども、ち
ゃんと「三密」を守るなり、学校側か ③豊中キャンパスの学寮からの眺め

②吹田キャンパスの研究室にて
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らの適切な対応があったため、通常通り、留学生活にまい進しております。 

④カップヌードルミュージアム
（2019年 12月）

4. その他参加を検討している学生に伝えたいことなど
私は、長期プログラムに参加しておりますが、実際、留学するまで約１年間の準備期間が
必要でした。ホーム大学と派遣先大学のキャンパスアジアの事務局の方々に、かなりの頻度
でご相談にのっていただきました。両研究室の指導教授の方々にも、ご協力たくさんござい
ました。事実、博士課程に在籍しながら、海外でもう一つの領域を専攻する機会はなかなか
ないと思います。キャンパスアジアプログラムは、あなた次第です。このプログラムは、研
究者として成長でき、見聞を深め、海外の同僚研究者に出会えるごくまれなチャンスですの
で是非ご検討ください。私でよろしければ、ご相談にのります。 

⑤中崎町にて（2019年 12月）
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【Campus Asia Report】 KANG SEONGEUN

Your major in home university；Department of Medical Humanities and Social Sciences, Graduate

School, Yonsei University College of Medicine 

The period of your stay：October 2019 – September 2021

The laboratory you are accepted：Department of Biomedical Ethics and Public Policy, Graduate School

of Medicine, Osaka University 

1. Why do you participate in the Campus Asia Program?

I was motivated by the fact that this Campus Asia program is the last chance for 

studying abroad not as a researcher but as a student. And the language barriers, 

significantly Japanese is not being a problem for me to conduct the research on social 

medicine and to spend my everyday life comfortably. I also believe that Osaka is an 

attractive place, and it’s new to me. I was thus convinced that various experiences would 

grow me into not only a specialist but an all-round player. I’d want to be an academic 

connector between Korea and Japan, by extension, East Asia through DDP program in 

Osaka University. It’s one of my goals (Figure ①).

2. What do you study in this program?

During the first six months, I studied the basics of medical ethics and conducted 

① Campus Asia alumni session

 @Yonsei Univ., Seoul (Jananuary 2020) 
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some gemba walks through our classroom 

weekly seminars and symposiums on the 

research ethics and bioethics (Figure ②).

I have been participating in research 

projects since this year. Here, I'm trying to 

approach two pillars from a governance 

perspective. One is to identify research 

and development, implementation, and 

utilization of AI in the healthcare area, 

and analyze the current state of the AI 

through a scientific literature survey 

called scoping review frameworks. The 

other is a semi-structured interview based 

on the results of a scoping review of AI in 

healthcare and its various stakeholders; 

patients, doctors, nurses, healthcare 

providers and researchers, AI developers. 

The first time I became interested in AI in 

healthcare was indeed when I 

participated in the AI Hospital Symposium 

held in Tokyo last year. Although AI was

implemented and is still implementing in the clinical coalface, I thought it was necessary

to investigate whether this implementation was based on true needs. Through this

project, our team aim to make recommendations from the viewpoint of governance for

public policy in healthcare and make the results more participatory way of publics and

patients.

3. How is the stay in the country you visiting?

I am spending every day in a meaningful way and doing well both in my life and 

research (Figure ③, ④, ⑤). This is also due to the generous support and cooperation of

the Campus Asia Program staffs and our Kato lab members. Thank you very much. My 

stay, actually it was an ongoing pandemic of COVID-19, so I had a hard time with limited 

experience in Osaka. This notwithstanding I do keep my “social distancing” properly, and 

because of the appropriate measures from the university, I am continuing to study in 

Osaka as usual. 

② Lab life in Suita campus (March 2020)
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③ Scenery of dormitory in Toyonaka campus

④Nakazaki-cho, Osaka

(December 2019)

⑤Cupnoodles Museum, Osaka

(December 2019) 
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4. Others or some messages for future participants

I am participating in a long-term program at present, but actually it took me about 

a year to prepare myself for my studies in Japan. I have made quite many contacts on 

the DDP program to both Campus Asia Program offices in Yonsei and Osaka universities. 

And my two advisors helped me a lot with my plan to study in Osaka. In fact, there's not 

much chance of opportunity for PhD students to major in another field, and even that in 

overseas. This chance, Campus Asia Program, is up to you. Please consider this program 

as it is a rare opportunity to grow you up, get some broader insights, and meet new 

colleagues. If you are okay with me, I’ll listen to you anytime! 
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【CAMPUS Asia Report】Wang Xiaowen

Major in home university：Department of Epidemiology & Biostatistics, School of Public Health, Peking

University Health Science Center. 

The period of study (including both country)：2019.10~2023.10

The laboratory you are accepted：Public Health, Department of Social Medicine, Osaka University

Graduate School of Medicine. 

1. Why do you participate in the Campus Asia Program?

The CAMPUS Asia Double-Degree Program (DDP) aims to raise leaders in medical

science and public health to solve global health problems, such as non-communicable 

disease, dementia and other age-related diseases. This program provides students with 

the opportunity to obtain simultaneously two Ph.D. degrees (each granted by one 

university), after accomplishing study and research at both universities and successfully 

fulfilling the requirements of each institution, which is able to help me improve my 

scientific research abilities in preparation for future careers. Most importantly, studying 

in different education background and culture gives me the sense of ethics, harmony and 

comprehensiveness, and flexible ways of thinking as well as logical thinking. 

2. What do you study in this program?

In this program, the doctoral studies shall be conducted and completed within 4

years. I must study at both universities and successfully fulfill the requirements of each 

institution for granting a Double Ph.D. Degree. In general, the credits are from three 
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parts: courses, seminar, and thesis. The courses include public compulsory courses, major 

compulsory courses, and elective courses, such as methods of epidemiology (compulsory), 

applied multivariate statistical analysis (compulsory), application of software packages 

in epidemiological studies (compulsory), nutrition and diseases (elective), development 

of research of molecular epidemiology (elective), global health (elective), etc. Moreover, I 

am required to attend some academic seminars in order to better complete my thesis.  
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3. How is the stay in the country you visiting?

The life in Japan is unique

and memorable. Japan is such 

an amazing country mixed with 

ancient culture, exquisite 

natural landscapes and 

dazzling modernity. I am 

impressed by the speculate 

cherry blossom in spring, 

known as "sakura". As a 

cultural landmark of Japan, 

sakura symbolizes renewal, 

beauty, and life, reminding me 

to cherish the brilliant, but fragile and transient life. Besides, Japan is indeed a friendly 

and highly civilized country. During my first days, I was so unfamiliar with the new 

environment as a freshman. Fortunately, I got countless help from the teachers, staffs, 

and students in Osaka University, and even the strangers. I am so grateful for the 

Double-Degree Program opportunity to study and live in Japan.  

4. Others or some messages for future participants

It is really an unforgettable

experience for me to have this 

opportunity to participate in 

the CAMPUS Asia Program, 

therefore, please do not 

hesitate to seize this chance to 

improve your academic abilities 

as well as foster your 

international vision. Here are 

some suggestions if you are 

admitted to this program. First, 

have a basic knowledge of your 

target country's custom and culture to avoid unnecessary mistakes in interpersonal 

communications. Second, you should be familiar with all the requirements for 

successfully complete this program and then make every effort for targets. Moreover, 

86



more connection with your supervisors at both universities. They can provide mentoring 

support and strike the right balance between your academic affairs at the two 

universities, which facilitates the program processes and your PhD success.  

   And here’s wishing you the very best for all the new ventures, that life has in store 

for you. Don’t be afraid of moving forward! 
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【Campus Asia Report】YANG Yiyi 

Your major in home university  
Department of Public Health, Graduate School of Medicine, Osaka University 

The period of your stay 
2 years  

The laboratory you are accepted 
Department of Preventive Medicine, Graduate School of Public Health, Yonsei University 

1. Why do you participate in the Campus Asia Program?
As a PhD candidate of Public Health, I always remember our mission to elucidate 

disease etiology  and propose evidence-based health promotion strategy that would bear 
the external validity to be generalized to most population beyond boundaries of 
countries. Thus International collaboration is always my concern in caving my career. 
Korea, Japan, and China are important component economic bodies of Pacific Rim area, 
in terms of economic, technological, and scientific strength. Since Campus Asia program 
offers me the opportunity to study in Korea, I deem it a great chance to enhance my 
collaborative ability and utilize multiple dataset to generate a comparative research of 
disease etiology between Japan and Korea. 

2.What do you study in this program?
Through this Joint-degree program, I was registered as an Integrated Course 

student. Firstly, I plan to finish 32 credits worth master and PhD courses within 3 
semesters for graduation requirement. Therefore, I am now attending 6 courses, such as 
Epidemiology and Biostatistics, every week. There are quiz, journal review presentation, 
and assignment for each class. Through solving the quiz problem and assignments, I am 
building up my academic knowledge, practicing my presentation skill, and utilizing my 
knowledge to work on the research using Health Information National Trends Survey 
(HINTS) dataset.  

Secondly, I started to learn about cohort studies and dataset in Yonsei. Now I have 
a thorough understanding of Korean National Health Examination Study (KNHNES) 
and I am trying to generate my thesis using KNHNES data. My next object is to join 

88



routine health checkup programs for Cardiovascular and Metabolic Diseases Etiology 
Research Center (CMERC) study and to understand implementation of cohort study in 
Korea. 

Thirdly, I keep a good relationship with my classmates and professors. Although 
there is some language barrier between us,  I positively ask help when I do not 
understand and try to contribute to the group. I am now cooperating with a classmate 
on a research using HINTS study. 

Finally, I am taking a Korean language class every Saturday thus improving my 
Korean skill. Now I can fit it academic environment in Yonsei and understand basic 
academic terminologies in Korean.  

3. How is the stay in the country you visiting?
So far I have had great experience in Yonsei. Students in the lab here are very 

friendly and willing to help within their capacity range. I was treated to coffee, lunch, 
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and dinner by several senior students and classmates. They always help translate 
Korean and convey lab information for me. They really help smoothed my nerves 
studying here. Also, Yonsei CA office had arranged me 3 hours/week Korean classes
which greatly helps me to improve Korean for fitting in here and thus I acquire another 
language ability. 

However, there’s also hardship I need to conquer here. The biggest struggle for me 
in Yonsei is the language barrier. Most lectures and students’ communications are in 
Korean, professor also prefer Korean as first language for academic discussion. I am 
having a hard time understanding the lecture contents and lab meetings, and even had 
disputes within a group work with other Korean students. But the situation is improving 
because I am learning Korean positively in my spare time and I seek help from my 
classmates and work on the problems until I would solve it. 

4. Others or some messages for future participants
I would like to introduce Yonsei University with such reasons: 

1. the chance to become more professional. There are more courses and credits
requirement here, which is a challenge but also an advantage to strengthen your public
health knowledge. Also weekly lab meetings here serve as an accelerator pushing us to
work harder.
2. the chance to participate in projects and utilize new population-based data for
research.
3. the chance to multi-cultural life and different lab setting thus enhancing your
International horizon and collaborative ability.

There are also some keywords I want to pinpoint for a better experience of studying 
in Yonsei University. Primarily, language proficiency. Due to full-Korean teaching system 
for courses here, it is of great conveniency if you have mastered at lease basic level of 
Korean before departure. I suggest to a mastering of at least TOPIK level 3.  Secondly, 
academic independency. Professors and students here are busy with courses and 
projects, sometimes they may be too busy to help us with some questions. Therefore, it 
is important to solve problems and become academically independent on our own.  Lastly 
but not the least, stay positive and persistent. Probably, we may experience some 
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problems fitting in, but please do not hesitate to seek help and be persistent with your
goal! 
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【留学体験記】楊 依依 

所属 大阪大学医学大学院公衆衛生教室 

派遣期間 2年 

派遣先での所属 延世大学・公衆衛生大学院・予防医学系 

1.キャンパスアジアプログラムに参加した動機
病気の原因を解明し、国の境界を越えてほとんどの人口に一般化される外的妥当性をも
つエビデンスに基づく健康促進戦略を提案するということが、公衆衛生学の博士研究者と
しての私たちの使命だと常に思っています。このように、国際協力は自分のキャリアを築
く上で常に関心事です。キャンパスアジアプログラムを通じて韓国で勉強することは、自
分の国際協力の能力を高め、日本と韓国の間の病因の比較研究を生み出す機会だと思いな
がら、積極的に参加したいです。

2.派遣先での学習
まず、総合コース卒業要件とし
て、32 単位の修士および博士課程を
修了する予定です。したがって、疫
学など週 6 つのコースに参加してい
ます。各クラスの論文読み会発表、
課題などを完成させることで、知識
を積み上げたり、発表するスキルを
向上させたり、Health Information
National Trends Survey（HINTS）
データセットを使用した研究に取り
くんだりしています。第二に、韓国
国民健康診断研究（KNHNES）につ
いて学び始めました。第三に、積極
的なコミュニケーションを通して、
クラスメートや教授と良好な関係を
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保つようにしています。最後に、毎週土曜日に韓国語のクラスを受講し、韓国語のスキル
を向上させています。今は、韓国語の基本的な学術用語が理解できます。

3.派遣先での生活において、よかったことや大変だったこと
今まで延世大で素晴らしい経験をしました。ここの研究室の学生みんなはとても親切
で、彼らができる範囲内で何でも助けてくれます。私は何人かの先輩やクラスメート達か
らコーヒー、昼食、夕食をご馳走になりました。いつも韓国語の翻訳を手伝ってもらい、
研究室の情報を伝えてもらいます。本当に大変お世話になっています。また、延世キャン
パスアジア事務所は、週 3 時間の韓国語クラスを用意してくれました。おかげで韓国語を
上手に習得できるようになり、韓国生活に早めに馴染める様に頑張れています。
ただし、ここで克服しなければならない困難もあります。私にとって最大の困難は言葉
の壁です。ほとんどの講義と学生同士のコミュニケーションは韓国語で行われ、教授は学
術的なコミュニケーションも韓国語ですることを好みます。講義内容や会議などを理解す
るのに苦労しており、他の学生とのグループワークで言葉の誤解で争いもありました。し
かし、余暇には積極的に韓国語を学んでおり、クラスメートに助けを求め、解決するまで
問題に取り組んでいるため、状況は改善しています。
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4.その他参加を検討している学生に伝えたいことなど
以下のような理由で延世大学を勧めたいと思います。

1、より専門的な研究者になれるチャンスがあります。ここには大阪大学よりさらに多く
のコースと単位修得の要件がありますが、そのことは公衆衛生の知識を強化するための利
点でもあります。また、毎週行われるラボミーティングは、私たちのモチベーションを上
げるきっかけになっています。 
2、プロジェクトに参加し、新しい人口ベースのデータを研究に利用する機会が得られま
す。
3、異文化生活を体験し、国際協力に参加できます。これにより、国際的な視野と国際協
力能力が向上していきます。

また、延世大学にて良い勉強ができるようにするためのキーワードもいくつか述べたい
です。ここでは主に、全ての教育を韓国語で行うため、出発前に韓国語の基本レベルを習
得していると非常に便利です。TOPIKレベル 3を合格しておくことをお勧めします。第二
に、学問の独立。ここの教授と学生みんなはプロジェクトで忙しくて、時にはわたしの質
問に答えられないこともあります。したがって、問題を解決し、自分自身で学問的に自立
することが重要です。最後に、前向きで粘り強い姿勢も重要だと思います。 
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「⼤学の世界展開⼒強化事業」⼤阪⼤学 

グローバル社会における健康問題解決を担う 

医学・公衆衛⽣学リーダー育成プログラム 

第 3 期（2021〜2025 年度） 



2021 年度（R3 年度）活動報告 



国際シンポジウム・国際教員会議

2021 年 3 ⽉ 11 ⽇〜12 ⽇に、オンラインにて国際シンポジウム・国際教員会議を開催しました。
⼀⽇⽬の午前には、それぞれの参加⼤学開始による 5 年間の事業実績等についての情報共有と、協定更
新セレモニーが開催されました。午後のシンポジウムでは、各⼤学の教員による最新の研究成果に関する
講演が⾏われました。⼆⽇⽬の午前にはキャンパスアジア同窓会が開催され、留学中の学習・研究成果の
報告や留学後のキャリアプランについて、同窓会会員よりプレゼンテーションが⾏われました。⼆⽇⽬の
午後には参加⼤学の教員による国際教員会議が開催され、プログラムの今後について議論が⾏われまし
た。

⽇程： 2021 年 3 ⽉ 11〜12 ⽇
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国際シンポジウム・国際教員会議

2022 年 3 ⽉ 2 ⽇〜4 ⽇に、オンラインにて国際シンポジウム・国際教員会議を開催しました。今年度は
中国・韓国の⼤学だけでなく、新たにタイの⼤学も加えた 8 ⼤学での開催となりました。
1 ⽇⽬の午前には、各参加⼤学の教員より、これまでの事業実績ならびに今後の展開についてのプレゼン
テーションが⾏われました。午後から 2 ⽇⽬にかけては、各⼤学の教員による⽣活習慣病予防と⽼化関
連疾患の予防・治療に関する講演と、それを受けての討論が⾏われました。3 ⽇⽬の午前にはキャンパス・
アジア同窓会が開催され、同窓会会員より留学中の学習・研究成果の報告や留学後のキャリアプランにつ
いてプレゼンテーションが⾏われました。午後には参加⼤学の教員による国際教員会議が開催され、プロ
グラムの今後について議論が⾏われました。

⽇程：2022 年 3 ⽉ 2〜4 ⽇
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2022 年度（R4 年度）活動報告 



キャンパス・アジアプログラム活動概要報告

【1】 プログラム概要
「⼤学の世界展開⼒強化事業（キャンパス・アジア）」
グローバル社会における健康問題解決を担う医学・公衆衛⽣学研究リーダーの育成

◇コンソーシアム構成

◇交流プログラムの概要
本プログラムでは、東アジアにおいて複雑化する健康課題を、グローバルヘルスの視点から解決する

能⼒を持つ⼈材の育成を⽬指す。具体的には、健康課題解決にむけ、最先端の研究知⾒を⽣みだし、あ
るいは活⽤できる研究者であるとともに、アジア圏における共通課題の解決のための国を超えたコミュ
ニケーション⼒を持ち、課題解決の実⾏⼒とリーダーシップを発揮できる、グローバルヘルス・リーダ
ーの育成を⽬標とする。このような⽬標は、⼤阪⼤学の中⻑期的なビジョンである、グローバル社会に
おけるトップレベルの研究者と、地域社会で活躍できるリーダーの育成と合致するものである。

本プログラムでは 2018 年より、⼤阪⼤学⼤学院医学系研究科が中⼼となり、中国の北京⼤学、清華
⼤学、上海交通⼤学、天津中医薬⼤学、韓国の延世⼤学校と共同して当事業を実施してきた。更に 2021
年度より、感染症対策課題への取り組み、教育プログラムの充実のため、タイ王国のマヒドン⼤学、中
国の広東薬科⼤学、⼤阪⼤学微⽣物病研究所、同医学系研究科保健学専攻、国⽴国際医療研究センター
が参画し、当該世界展開⼒事業を ASEAN 地域へも拡⼤して実施している。

2022 年度は北京⼤学から DDP 学⽣３名（新規⼊学⽣１名含む）、延世⼤学校から短期交流の学⽣を
15 名受け⼊れた。DDP による北京⼤学からの受⼊学⽣（2019 年 10 ⽉⼊学）が⽇中初の医学分野の博
⼠号を授与された。また本学と、清華⼤学公衆衛⽣学院、広東薬科⼤学、マヒドン⼤学シリラ病院医学
部との間で新たに交流協定を締結した。
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広東薬科⼤学 2022 年 11 ⽉協定締結
マヒドン⼤学 2022 年 11 ⽉シリラ病院医学部と協定締結

2022 年４⽉保健学専攻とラマティボディ看護学部協定締結
2013 年 2 ⽉熱帯医学部と協定締結

２）ダブル・ディグリープログラム（DDP）について
⼤学名 進捗状況

北京⼤学 2018 年５⽉協定締結
・DDP 学⽣、派遣 1 名、受⼊ 2 名が在籍中
①⼤阪⼤学から 2019 年 9 ⽉より 1 名学⽣派遣

新型コロナウイルス感染症の流⾏により、2020 年 2 ⽉に⼀時帰国。オンラ
インを活⽤するなどして北京⼤学の授業を履修中。
②北京⼤学から 2019 年 10 ⽉より 1 名学⽣受⼊。2022 年 9 ⽉修了。
③北京⼤学より 2021 年 10 ⽉より 1 名学⽣受⼊（新型コロナウイルス感染症
拡⼤による渡航制限により 2022 年 6 ⽉来⽇）
④北京⼤学より 2022 年 10 ⽉より 1 名学⽣受⼊（新型コロナウイルス感染症
拡⼤による渡航制限により 2022 年 12 ⽉来⽇）

延世⼤学校 2018 年 12 ⽉協定締結
・DDP 学⽣、派遣２名、受⼊ 1 名が在籍中。
①延世⼤学校から 2019 年 10 ⽉より 1 名学⽣受⼊。
②⼤阪⼤学から 2020 年 3 ⽉より１名学⽣派遣、現在延世⼤学校と⼤阪⼤学の
博⼠論⽂の投稿中。
③⼤阪⼤学から 2022 年２⽉より１名学⽣派遣。

天津中医薬⼤学 2018 年 3 ⽉協定締結
上海交通⼤学 2020 年 1 ⽉協定締結
清華⼤学 協議中
広東薬科⼤学 協議中
マヒドン⼤学 協議中

２）2022 年度の活動
⽇程 事項 主催（開催地）

2022/4/1

2022/4/18

2022/5/30

キャンパス・アジアプログラム派遣学⽣募集開始

清華⼤学公衆衛⽣学院と協定締結

DDP 学⽣ 1 名、北京⼤学より来⽇

⼤阪⼤学（吹⽥）

⼤阪⼤学（吹⽥）

⼤阪⼤学（吹⽥）
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2022/9/30

2022/10/1

2022/10/10-13

2022/11/15

2022/11/24

2022/12/9-10

2023/1/18

2023/1/22-2/11

2023/2/16

2023/3/14

2023/3/27

2023/3/28-29
2023/3/29
2023/3/29

2023/3/30

北京⼤学からの受⼊学⽣ 1 名、学位取得

DDP 学⽣ 1 名、北京⼤学より来⽇

延世⼤学校より教員 2 名、スタッフ 2 名
学⽣ 4 名来⽇

ASEAN Campus 会議

広東薬科⼤学、マヒドン⼤学と協定締結

北京⼤学より教員 1 名来⽇

ASEAN Campus 会議

延世⼤学校より短期派遣学⽣ 15 名受⼊れ

Campus Asia ASEAN Plus 会議

ASEAN Campus 会議

キャンパス・アジア採択校連絡会

2022 度度キャンパス・アジア 国際シンポジウム
2022 年度キャンパス・アジア 国際教員会議
キャンパス・アジア同窓⽣会総会

2021 年度キャンパス・アジア外部評価委員会

⼤阪⼤学（吹⽥）

⼤阪⼤学（吹⽥）

⼤阪⼤学（吹⽥）・国⽴国際
医療研究センター（新宿区）

⼤阪⼤学（吹⽥）

⼤阪⼤学（吹⽥）

⼤阪⼤学（吹⽥）

⼤阪⼤学（吹⽥）

⼤阪⼤学（吹⽥）

マヒドン⼤学/オンライン

⼤阪⼤学（吹⽥）

千葉⼤学/ハイブリッド

広東薬科⼤学/オンライン

⼤阪⼤学（吹⽥）/オンライン
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2023 年度（R5 年度）活動報告 



2023 年度キャンパス・アジアプログラム活動概要報告

【1】 プログラム概要
「⼤学の世界展開⼒強化事業（キャンパス・アジア）」
グローバル社会における健康問題解決を担う医学・公衆衛⽣学研究リーダーの育成

◇実施体制：国際コンソーシアムʶ学内連ܠʶ国内連ܠ

◇交流プログラムの⽬的
本プログラムでは、東アジアにおいて複雑化する健康課題を、グローバルヘルスの視点から解決する

能⼒を持つ⼈材の育成を⽬指す。具体的には、健康課題解決にむけ、最先端の研究知⾒を⽣みだし、あ
るいは活⽤できる研究者であるとともに、アジア圏における共通課題の解決のための国を超えたコミュ
ニケーション⼒を持ち、課題解決の実⾏⼒とリーダーシップを発揮できる、グローバルヘルス・リーダ
ーの育成を⽬標とする。このような⽬標は、⼤阪⼤学の中⻑期的なビジョンである、グローバル社会に
おけるトップレベルの研究者と、地域社会で活躍できるリーダーの育成と合致するものである。

本プログラムでは 2016 年より、⼤阪⼤学⼤学院医学系研究科が中⼼となり、中国の北京⼤学、清華
⼤学、上海交通⼤学、天津中医薬⼤学、韓国の延世⼤学校と共同して当事業を実施してきた。更に 2021
年度より、感染症対策課題への取り組み、教育プログラムの充実のため、タイ王国のマヒドン⼤学、中
国の広東薬科⼤学、⼤阪⼤学微⽣物病研究所、同医学系研究科保健学専攻、国⽴国際医療研究センター
が参画し、当該世界展開⼒事業を ASEAN 地域へも拡⼤して実施している。
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マヒドン⼤学 2022 年 11 ⽉シリラ病院医学部と協定締結
2022 年４⽉保健学専攻とラマティボディ看護学部協定締結
2013 年 2 ⽉熱帯医学部と協定締結

２）ダブル・ディグリープログラム（DDP）構஛と実施
⼤学名 進捗状況

北京⼤学 2024 年 4 ⽉協定更新予定
・DDP 学⽣：派遣１名中ࢯ、受⼊１名修了、受⼊ 2 名在籍中
①⼤阪⼤学から 2019 年 9 ⽉より 1 名学⽣派遣。

2023 年̗⽉ DDP 中2023、ࢯ 年̗⽉北京⼤学ୂ学。
阪⼤ਜ਼規学⽣として 2024 年４⽉より෰学。

②北京⼤学から 2019 年 10 ⽉より 1 名学⽣受⼊。
2022 年 9 ⽉修了（Ḑ̛取得）。

③北京⼤学より 2021 年 10 ⽉より 1 名学⽣受⼊。
北京⼤学に帰国、学位論⽂ࡠ成中。

④北京⼤学より 2022 年 10 ⽉より 1 名学⽣受⼊。
北京⼤学に帰国、学位論⽂఑ड़し、３⽉阪⼤に研究指಍受けるため
渡航予定

延世⼤学校 2024 年 4 ⽉協定更新予定
・DDP 学⽣、派遣２名、受⼊ 1 名在籍中。
①延世⼤学校から 2019 年 10 ⽉より 1 名学⽣受⼊。

2024 年̗⽉阪⼤修了予定
②⼤阪⼤学から 2020 年 3 ⽉より１名学⽣派遣。

現在延世⼤学校の博⼠論⽂の投稿中。2024 年 9 ⽉阪⼤修了予定。
③⼤阪⼤学から 2022 年２⽉より１名学⽣派遣。

2024 年４⽉より帰国し阪⼤の学位論⽂をࡠ成し、౏中延世⼤に渡航・
指಍を受ける予定。

天津中医薬⼤学 2024 年５⽉協定更新予定

上海交通⼤学 2020 年 1 ⽉協定締結

２）2023 年度の活動
主な学⽣交流として、2023 年度は受⼊学⽣として、北京⼤学から⻑期交流 DDP 学⽣ 2 名、延世⼤学

校から同 DDP 学⽣ 1 名、広東薬科⼤学より中期交流学⽣１名、延世⼤学校から短期交流の学⽣ 14 名を
受け⼊れた。派遣学⽣として北京⼤学に短期交流１名、延世⼤学校に短期交流 1 名、⻑期交流 DDP 学
⽣ 2 名、マヒドン⼤学に短期交流 2 名を派遣した。

֦⼤学の実ແ担当者との定期的な連絡会議をຘ⽉実施し、学⽣のࢩԋ、受⼊派遣にؖするືەなコミ
ュニケーションを定期的に⾏ͮている。また、4 ⽉と 1 ⽉にؖؖؽܐ担当者による拡⼤定ྭ会議を実施
し、2024 年 2 ⽉にコンソーシアム⼤学のؖܐ教員と、教ແؖܐコーディϋートスタッフが集まり、国際
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シンポジウムなら;に教員会議を実施した。DDP 学⽣のॴ۲௒੖のため、北京⼤学の教員なら;に延
世⼤学校の教員が来⽇し、会஌を複数յ⾏ͮた。清華⼤学、マヒドン⼤学、広東薬科⼤学より学⻑、研
究科⻑౵を含む代න஄の๜問を受けた。

⽇程 事項 主催（開催地）
2023/4/16

2023/5/1

2023/6/5

2023/10/1

2023/10/4

2023/10/6

2023/11/15

2023/11/22

2024/1/10

2024/1/16

2024/1/22-2/9

2024/2/19-21

2024/3/4

上海交通⼤学と協定締結

キャンパス・アジアプログラム学⽣募集開始

広東薬科⼤学より学⽣１名受⼊

キャンパス・アジアプログラム DDP 学⽣募集開始
�4 ⽉期⼊学�

清華⼤学 7siQJKua Medicine +HaG 	 CKaiU 7iHQ <iQ
:RQJ 教授来๜

マヒドン⼤学 AsHaQ ,QsWiWuWH RI +HaWK
DHYHlRpmHQW（A,+D）代න஄๜問 қ⾒交׷会

キャンパス・アジアプログラム中間評価

広東薬科⼤学 学⻑ /,8 S+EN* 教授・෯学⻑ +E
;,N 教授が阪⼤国際担当理事（෯学⻑）を๜問
（⼤阪⼤学本部、医学部、国⽴国際医療研究セン
ター౵を来๜）

キャンパス・アジアプログラム DDP 学⽣募集開始
�10 ⽉期⼊学�

キャンパス・アジアプラス拡⼤定ྭ会議

延世⼤学校より短期派遣学⽣ 14 名受⼊れ
（医学系研究科 9 講座にて研修、学外施અ⾒学౵）

2023 度度キャンパス・アジア 国際シンポジウム
2023 年度キャンパス・アジア 国際教員会議
キャンパス・アジア同窓⽣会総会

2021 年度キャンパス・アジア外部評価委員会

⼤阪⼤学（吹⽥）

⼤阪⼤学（吹⽥）

⼤阪⼤学（吹⽥）

⼤阪⼤学（吹⽥）

⼤阪⼤学（吹⽥）

⼤阪⼤学（吹⽥）

⽂部科学঴：⼤学の世界展開
⼒事業プログラム評価委員会

⼤阪⼤学（吹⽥）
国 ⽴ 国 際 医 療 研 究 セ ン タ ー
（東京）

⼤阪⼤学（吹⽥）

⼤阪⼤学（吹⽥）

延世⼤学校

⼤阪⼤学（吹⽥）

⼤阪⼤学（吹⽥）

107



108



109



110



2024 年度（R6 年度）活動報告 
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����������������భ਼প৾৾ਜ਼਄੭ੋ� ����ফ�া�����ফ�া��ফ৑�

৾ਜ਼਄੭
⋇౸঵၎ఊ؟��౐ਜ਼
ఐ৯૑ఊؚ௧୅ఐ৯রੱप၎ఊڰ�
⋈੕়૥ୡ؟�ఐ৯�৭උ�૚��ਡਰ঱
⋉ଢ଼஢ౣڭ؟ਰ঱भ6&,�6&,(૛ધলග
⋊৾ਜ਼૛ધଟਪ
�,5%ଟਪ
�ଢ଼஢ੑ઺৅਀ؚଢ଼஢ੑ઺છ઀ল
�੒૟ଟਪؚমଟਪ
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భ਼প৾ૅ৅਀૛ધ؟
&29,'���ঃথॹ঑ॵॡরपउऐॊ஻বभஒ૘ফपउऐॊੇ൦भ৽ੋ৓ਂ਍૎धෝ௥भঢ়৴ਙ

''3૔৾ে؟পଚপ৾ܒభ਼প৾

ᆢ ൂൂ �<DQJ�<L\L�
����ফع���� পଚপ৾ਁಃୋে৾ ೗૒ୖங ৾ਜ਼਄੭ੋ
����ফعਤষর భ਼প৾੹ਁಃୋে௧వ ೗૒૔৾র

ଢ଼஢उेलણ৿

• ਫ਼൧ইॕشঝॻডشॡق঩ম੗৯৓॥঍شॺك&+3-قଢ଼஢ؚૣਣ਩ড়भೂ
୔েણपेॊ௏೨৹ਪؚ஻ব࿯୭ஓउेल৻පႈ೩୰౤ଢ଼஢॥঍شॺ
كଢ଼஢ऩनك&5)0&ق

• ଢ଼஢ী৙؟েણಆຯधੱഷଵႈ೩भঢ়બق৅਀૛ધ�মؚ৾ভ৅਀�৚�
• পଚপ৾ડभ౐ਜ਼਄੭ؚ৾ਜ਼ଟਪ౥വؚ৾ਜ਼਄੭ੋा
• భ਼প৾ડभ౐ਜ਼਄੭౥വؚ৾ਜ਼ଟਪ૆૟র

Յࢂਏݗ୉Ͳ͹ࡗ

Ԉ੊୉Ͳ͹ݗਏࢂՅ
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পଚপ৾෮঵૛ધ؟ర໛਋৑धপ৿ဿႈ೩भଈಝজ५ॡधभঢ়৴؟-$&&ଢ଼஢

&$৊૒ऋૐऽॉؚउ໑ः॑खञ

஻বदभ৾ভ৅਀
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''3૔৾ে؟భ਼প৾ܒপଚপ৾

.DQJ�6HRQJ(XQ

����ফعਤষর భ਼প৾ যધ঺ভୢ৾ੈ৊೗૒ୖங૔৾রقਟফ২২ఊവ੒৒ك
��������ফع পଚপ৾ ୢभ຃৶धਁુ৆ੁ৾ ೗૒ఊവ৾ਜ਼਄੭ੋ

ఐ৾ૼ୒঺ভ૛৾ভك6676-ق৅਀&$३থএ४क़঒৅਀

ೖఖ ಊ׈;Γ͕ڂݜ ೖఖ ಊ׈;Γ͕ڂݜ
������� భ਼প৾ૅୢఐপ৾঳ಹপ৾੹যધ঺ভୢ৾ੈ৊ୖங

೗૒ୖங ো৾
������� %6$�0HGLFDO�6RFLRORJ\�&RQIHUHQFH����� ુ৊৅

਀
������� পଚপ৾প৾੹ୢ৾௺ଢ଼஢ఐୢ৾௧వ ೗૒ୖங ো৾ ������� ઎೓؞রఙଢ଼஢੹ড়ఔ৾ଢ଼஢ਚ ௰ਖ৾৩قYLVLWLQJ�

VFKRODUؚಢ਋ك
������� �����&DPSXV�$VLD�,QWHUQDWLRQDO�6\PSRVLXPقభ

਼প৾ك৅਀
������� ઃ਼৻රਅ৓ଢ଼஢঻୘ਛউট४ख़ॡॺ ીവ

������� পଚপ৾প৾੹ୢ৾௺ଢ଼஢ఐ ્ભଢ଼஢৩قశଞඐك৫
઩

������� ఐ৾ૼ୒঺ভ૛৾ভك6676-قਸ਼��৚ফઃଢ଼஢পভ
ુ৊৅਀قకৣ௕ك

������� পଚপ৾ୢ৾৖ဟര୰੹ ௴௄ଢ଼஢ಉ຃৶ଟਪ ಅ૭ ������� রব؞ਨ਎প৾ਁુ⍒ে৾੹ ಢ਋೏৾

������� পଚপ৾ব੠ુ൉প৾੹ ઃ਼৻රਅ৓ଢ଼஢঻୘ਛউট
४ख़ॡॺ ৫઩

������� $VLDQ�%LRHWKLFV�5HYLHۦ লගુق෩؞਌෩ك

������� �����&DPSXV�$VLD�,QWHUQDWLRQDO�6\PSRVLXPقপ
ଚপ৾ك৅਀

������� ଢ଼஢ਛટभউঞ५জজش५ؚ೗૒ୖங ଢ଼஢৅਀ভ

������� ્ભଢ଼஢৩قశଞඐكીവ ������� পଚপ৾প৾੹ୢ৾௺ଢ଼஢ఐ ೗૒ୖங ఊവ

������� পଚਗୁ௧୅৾ૅ శଞඐ൥ప ৫઩ ������� �����&DPSXV�$VLD�,QWHUQDWLRQDO�6\PSRVLXPقॱ
৅਀كঐ঄ॻথপ৾؞ॖ

''3૔৾ে؟భ਼প৾ܒপଚপ৾
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পଚপ৾෮঵૛ધ؟
஻বद৽ઠೂ཯ఇ॑സ৷खञ঩ময੓ਙभব॑தइञ௏೨ध७ঝইॣ॔भ৽ୡ؟઄ଡୗ৲ॖ
থॱঅগشपेॊସ৓ଢ଼஢

''3૔৾ে؟ਨ਎প৾ܒপଚপ৾
+X�7DRMXQ ����ফع ਨ਎প৾ୢ৾৖ ೗૒૔৾রق૛ધ఼උك

����ফع পଚপ৾ୢ৾ଁੑ৾ ೗૒૔৾রق૛ધ఼උك
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''3ਤ⎃૾ய
ण濂ഁ ࢱ ໌ ੓พ ੸ࠅ ॶ଒୉ָ ㄿ⭝⠦⩥⁤⩥ ण೘઎ 濗濗濣֋࢟ Ίࠒݡ͹ޛࠕͳڱ͹য়ࡑݳ

濄 ण೘ 濪濔濡濚 濫濼濴瀂瀊濸瀁澳 ঃ ஦ࠅ ∖ᶫ⠦⩥
漏ᴬ◼∖ᶫⴁ漐 濅濃濄濊೧濌݆ ⠦攩⠦⩥∺⩥䯺䜓䥵䣐

䎯➂∺⩥
濅濃濄濌೧
濄濃݆೘ָ

ʀ濅濃濅濅೧ౕ݆̔๼ښ୉ָर྅
ʀ濅濃濅濅೧ౕ 濌݆୉ࡗ୉ָर྅
ʀ濗濗濣ָҒखಚ׮྅

濅 ण೘ 濔瀁 濛濴瀁濺 ঃ ஦ࠅ ∖ᶫ⠦⩥
漏ᴬ◼∖ᶫⴁ漐 濅濃濄濋೧濌݆ ⠦攩⠦⩥∺⩥䯺䜓䥵䣐

⁫坅坚䐞⩥
濅濃濅濄೧
濄濃݆೘ָ

ʀ濅濃濅濆೧ౕ濌݆๼ښ୉ָर྅
ʀ濅濃濅濇೧ౕ濄濄݆୉ࡗ୉ָर྅
ʀ濗濗濣ָҒखಚ׮྅

濆 ण೘ 濛瀈 濧濴瀂濽瀈瀁 ஋ ஦ࠅ ∖ᶫ⠦⩥
漏ᴬ◼∖ᶫⴁ漐 濅濃濅濃೧濌݆ ⠦攩⠦⩥∺⩥䯺䜓䥵䣐

∺⩥䱰备⩥
濅濃濅濅೧
濄濃݆೘ָ

ʀ濅濃濅濈೧ౕ濌݆୉ࡗ୉ָर྅༩ఈ
ʀ濅濃濅濈೧ౕ濌݆๼ښ୉ָर྅༩ఈ

濇 ݥഁ ઩ڰ Ԩദ ஋ ೖຌ ୉ࡗ୉ָ 濅濃濄濋೧濇݆ ∖ᶫ⠦⩥
⁫坅坚䐞⩥

濅濃濄濌೧
濌݆೘ָ

ʀ濅濃濅濆೧ౕ濇݆͖Δ୉ࡗ୉ָָٵ
ʀ濅濃濅濇೧ౕ濌݆๼ښ୉ָୂָ
ʀ濅濃濅濈೧濆݆୉ࡗ୉ָୱҒखಚୂָʤ༩ఈʥ

濈 ण೘ 濞濔濡濚 濦濸瀂瀁濺濸瀈瀁 ஋ ࠅؘ
Ԉ੊୉ָߏ
ʤؘࠅλΤϩ

ʥࢤ
濅濃濄濋೧濆݆

୉ࡗ୉ָ୉ָӅҫָܧ
Ռڂݜ

ҫ͹ྛཀྵͳޮڠ੕ָࡨ
濅濃濄濌೧
濄濃݆೘ָ

ʀ濅濃濅濇೧ౕ濌݆୉ࡗ୉ָर྅
ʀ濅濃濅濉೧濅݆Ԉ੊୉ָर྅༩ఈ

濉 ݥഁ ༸ ғғ ঃ ஦ࠅ ୉ࡗ୉ָ 濅濃濄濋೧濇݆
Ԉ੊୉ָߏҫָ෨
ՌڂݜՌָેخ

༩๹ҫָʀޮ़Ӷਫ਼ָ
濅濃濅濃೧
濆݆೘ָ

ʀ濅濃濅濇೧ౕ濄濄݆୉ࡗ୉ָर྅
ʀ濅濃濅濉೧濅݆Ԉ੊୉ָर྅༩ఈ

濊 ݥഁ ࢢۜ ชܛ ঃ ೖຌ ୉ࡗ୉ָ 濅濃濅濄೧濇݆
Ԉ੊୉ָߏҫָ෨
ՌڂݜՌָેخ

༩๹ҫָʀޮ़Ӷਫ਼ָ
濅濃濅濅೧
濆݆೘ָ

ʀ濅濃濅濇೧ౕ濇݆͖Δ୉ࡗ୉ָͶͱ濦瀃濸濶濼濴濿澳濦濸瀀濼瀁濴瀅澳སर
ʀ濅濃濅濇೧ౕ濌݆Ԉ੊୉ָर྅
ʀ濅濃濅濉೧濆݆୉ࡗ୉ָर྅༩ఈ

''3ਤ⎃૾ய

ْ''3ఊവٓ
ਨ਎প৾ܒপଚপ৾

�੡ ''3ఊവ

Ԩ ঘช ξϔϩυΡήϨʖསरϠυϩʤ����೧��݆ण೘ʥ
஦ࠅ͹୉ָૻΕड़͢ɼ୉ࡗ

୉ָण͜೘Η
����೧ౕ ����೧ౕ ����೧ౕ ����೧ౕ ����೧ౕ ����೧ౕ

ദ࢞઴̏غޛغ೧ ദ࢞઴̐غޛغ೧ ദ࢞઴̑غޛغ೧ ദ࢞઴̒غޛغ೧ ദ࢞઴̓غޛغ೧ Ԉௗؔغ
๼ښ୉ָ � �� �� �� � � � � � � � � � �� �� �� � � � � � � � � � �� �� �� � � � � � � � � � �� �� �� � � � � � � � � � �� �� �� � � � � � � � � � �� �� �� � � � � � � � � �
ദ࢞઴غޛغ՟ఖ೘ָʤरؔغۂ
�೧ʥ
����೧�݆�ೖ

( )
(

* *

र྅खಚୱҒ਼ ����ୱҒखಚࡃΊʤଖۂୱҒʁ��ୱҒʥ6XEMHFW%����ͳ͢ͱ೟ఈ
ˠαϱώ΢ϱαʖη͹ͪΌʰദ࢞ʱ૮౲Ͳ͹ୱҒखಚ͹৖߻ͺ୉ࡗ୉ָͲୱҒ׷ޕ೟ఈͲ͘Ζɽ

����೧ౕ ����೧ౕ ����೧ౕ ����೧ౕ ����೧ౕ ����೧ౕ

ദ࢞̏೧ ദ࢞̐೧ ദ࢞̑೧ ദ࢞̒೧
୉ࡗ୉ָ �� �� �� � � � � � � � � � �� �� �� � � � � � � � � � �� �� �� � � � � � � � � � �� �� �� � � � � � � � � �
ദ࢞՟ఖ೘ָʤरؔغۂ�೧ʥ
����೧�݆�ೖ

( (
*

)
(

*

खಚ༩ఈୱҒʤୱҒ਼ʥ 6XEMHFW�$ʤ��ʥ 6SHFLDO�6HPLQDU����

ْ''3����ফ২ ఊവ੒৒঻ٓ
భ਼প৾ܒপଚপ৾
�੡ భ਼প৾ૅ৾ਜ਼਄੭ ك����ফق

পଚপ৾ܒభ਼প৾
੡ڮ భ਼প৾ૅ৾ਜ਼਄੭ ك����ফق

পଚপ৾৾ਜ਼਄੭ ك����ফق
ਨ਎প৾ܒপଚপ৾
�੡ ك����ফৄ੢ाق

ْ''3਄੭ৄ੢ाٓ

����ফ �੡ఊവ੒৒
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ْਾઔ৔ઍٓ
�� ����ফ২হ঵ਾઔ

���হ঵໪ਏ
���ৰ઱৬਑
���ઐ૴ৰౚ

ك௏৾ఐपथओਾઔ৳قಢ਋ઐ૴؞
র਋ઐ૴؞
,كRXEOH�'HJUHH�3URJUDP'قশ਋ઐ૴؞

���০৏प਱ऐञ਄ॉੌा

Collective Action for Mobility Program of University Students in Asia

ْ০ফभ୸ਛਡٓ
3৾ਜ਼਄੭৾েधखथਨ਎প৾�পଚপ৾भਸ਼�ಀ৾েऋ෮঵खञ''؞
੡उॉؚਟফ২भ৾ਜ਼਄੭पگ৯भ৾ਜ਼਄੭঻ऋૅڭ3਄੭प਱ऐ''؞
िऐದ৹पਤன

ْ০ফभખ੄ਡٓ
ಢ਋ਭোधୣാ৾েऋ૘ऩःযਯपधनऽढञ؞
ك؛ঐ঄ॻথপ৾ऊैभୢ৾েಢ਋ਭऐোोऋदऌऩऊढञ؞஻বق

126



Collective Action for Mobility Program of University Students in Asia

ْ০৏भୖ਻ٓ

ॻऋીവشঔگਟফ২दਸ਼؞
ॺ઀୹৬਑شਟফ২ਰఋपশ਋৲घॊ''3৾েऋःॊৃ়भ१এ؞
୘ਛभ৯ఏप਱ऐञ෮঵৏भ಺૙ृચৡ୘ਛषभ਄ॉੌाشॲشজ؞

ॻभਁ൳मऽटਂન৒شਸ਼�ঔ؞
ৗञऩউটॢছ঒ணடप਱ऐञ૆૟؞
পଚপ৾�ୢ৾௺ଢ଼஢ఐ৸৬भ্ଉधभघॉ়ॎच؞
ك৳ৱসએदभঽ௒ؚউটॢছ঒भౄৰؚ૿ਊ൥ౠभ৹ତؚ''3৾েभનق৔৾؞
كਭऐোोଙિधय़কঃ३ॸॕभનੳؚউটॢছ঒भౄৰؚੲਾુથق৴௚ૅ؞

হਜଂ৬਑भ૗ಌ؞
৖৳௏৾ఐप౮৿৾ୢ؞ᆘऋ�াऊैଚপ؞হਜଂ॑૿ਊखथऌञஜ੩؞
হਜଂ৬਑भಲഅ؞
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⅐⅐ⅯⅻⅾↃↁↁℭⅎↁⅷⅯⅯℭ⅝ⅺↃↁκ੼ష׶ ℿℽℿ⅁

ऻىऻΪऻΪʷʝΪԙՎѴ̾డԼΪּࢄ

ݎߺ ԡ

τٵ ௗ

ऻىऻΪʝΪԙՎѴ̾డԼΪּࢄ ŃĨ�ŢŖōŷऻΪʝΪ௚ℹℭϷ֖Ϊ௚

ೖఖ ಼༲
⅁Ըℿℿૈ�
⅂Ըℾℽૈ

ŃĨ�ŢŖōŷऻΪʝΪ௚ęěℾಾെׁ
&DPSXV�$VLD�3OXV�3URJUDP

κ੼ȍ

ऻىऻΪ⅐ⅎ⅚⅝ⅢⅠℭⅎⅠ⅖ⅎℭ⅝⅙ⅢⅠśűĴŭŤÿʤϴùè÷�����૙ ⅁Ը��ૈ"�Ը��ૈЬІü
ŃĨ�ŢŖōŷऻΪʝΪ௚ģईҴèðāÜěÿ⅘ⅯↂⅷⅳæĤÝడԼΪ̾øՎܢģæĝďèð�
⅘ⅯↂⅷⅳæĤÿХౠড়ěü�Ⅴⅽⅻⅳⅼ'ↁℭ⅕ⅳⅯⅺↂⅶℭⅠⅱⅷⅳⅼⅱⅳ�⅝ⅳↀⅷⅽⅾⅳↀⅯↂⅷↄⅳℭ⅐Ⅿↀⅳ�⅐ↀⅷↂⅷⅱⅯⅺℭⅯⅼⅲℭ
⅝ⅯⅺⅷⅯↂⅷↄⅳ ⅐Ⅿↀⅳℭ⅛Ↄↀↁⅷⅼⅵ�⅝ↁↇⅱⅶⅷⅯↂↀⅷⅱℭⅯⅼⅲℭ⅚ⅳⅼↂⅯⅺℭ⅕ⅳⅯⅺↂⅶℭ⅛Ↄↀↁⅷⅼⅵ�⅐ⅽⅻⅻↃⅼⅷↂↇℭ⅕ⅳⅯⅺↂⅶ�
⅕ⅽⅻⅳℭ⅚ⅳⅲⅷⅱⅯⅺℭ⅐Ⅿↀⅳûú�ℿܳІÿՎܢЬІøऻకܺۢèðમതÿՎܢģܕâ÷৊Þďèð�
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ೖఖ ಼༲
⅄Ը⅀�⅁ૈ ŃĨ�ŢŖōŷऻΪęěⅅಾ*ҡʯℾಾ�ʷࡐ⅄ಾ+െׁ

ऻΪʷࡐÿⅠↂↃⅲↇℭↄⅷↁⅷↂùè÷ר�ඬ۴ࡷڞùঁʠøÿড়Õÿ߈ģࡷڞ
ģ౎೤

(⅐ⅽⅻⅻↃⅼⅷↂↇℭ⅛Ↄↀↁⅳℭ⅝ↀⅯⅱↂⅷↂⅷⅽⅼⅳↀℭ⅝ↀⅯⅱↂⅷⅱↃⅻ)ÿ͑ڐܢਈķ�Ľÿʤϴùè÷�ૈ౾ÿঁʠϷ֖ĕĵĦģ
Ϊćäùģ೜ਘùè÷�ℿℽℿ⅁૙�Ը⅀ૈ"⅁ૈÿ�ૈІ�ⅤⅯⅼⅼⅯ ⅠⅯⅼⅽⅼⅵⅲⅳⅸݳҡÛęĄ⅄ಾÿ͑ڐܢਈÿऻΪ
ʷࡐÝడԼΪּࢄģ౎೤ૈݧ�ĀЏොਲږüÓĜ۲ͥ௥ڥృڽࠇਲ᛼ͥܗģ౎೤æì÷ÕðñÞďèð�
�நʷऒ�Ĵůܗਲ᛼ڽśş�ŤďĤéĖ�ÛęĄએఐഺ֖ෑࠇş�Ť᛼ܗ˶ģՓΪ�Վܢæì÷Õðñ
Þďèð��ૈ೜Āऻىூ૧ࡂাøר�ඬ۴ÿ֖ͤഛ౫κ੼øÓĜ(ÕÞÕÞசشढࣖ)ÿե߈øۢفÿ
ढࣖģढ՛è�ঁʠÿרඬ۴ù֚൪ģढ՛è÷ēĚÕďèð�

κ੼Ȏ

ೖఖ ಼༲
ℾℿԸ⅁�⅂ૈ ŃĨ�ŢŖōŷऻΪęě⅄ಾ*ҡʯℾಾ�ʷࡐ⅃ಾ+െׁ

ऻΪʷࡐÿⅠↂↃⅲↇℭↄⅷↁⅷↂùè÷ॄك�ʝඁĕىऻநʷü÷Վܢ

ૈ౾ÿѬࡅЬ�ಟࡅЬࠇࡆϷ֖ڻފ�Ϸ֖ĕĵĦĕՎѴģΪćäùģ೜ਘùè÷�ℿℽℿ⅁૙ℾℿԸ⅁ૈ"⅂ૈÿ
�ૈІ�ⅠⅷↀⅷↀⅯↂ ⅙ⅳⅳⅺⅯⅱⅶⅯↀⅯↁࡐࢀÛęĄ�ಾÿऻΪʷࡐÝడԼΪּࢄģ౎೤æĝďèð�
ݨඁࠁ˽ڛഺඁॄكüÓĜऺٵĀ�ਜ਼ૈݧ Ćàñમ̾̾ڻފ�ü÷�౎೤ඁࠁÿՓΪüךÞďèðℵ۬
߹ℾℶ�୻ߋüרඬÿඁഺ۴Ýࡐॄكκģæĝ÷ÛĚĝĜե߈ģՓΪæĝ�ŃĨøĀďñʤ୔ਘøĀûÕ౎
೤ඁࠁÿե߈ģՓĝðäùĀ୻ߋüඅÕԚ՛üûôðùÿϦ࣑Ýओà௽Üĝďèð�։֍Āʓ௼̱֚൪Л
͜ùè÷�ओàÿడԼΪּࢄÿҡʯ�ʷॕࡐùࡶěڨģάèĐ�ૈ౾ਯ੫ÿ֎ॶڔûúො͏ڔģߣĊûÝ
Ě�ûåĕÜû֚൪ÿۀІģಠјæĝďèðℵ۬߹ℿℶℭ��ૈ೜ÿ։ࢦঘüĀ̾ڻފඊʠüÛâĜʜਯ۠ࡅ
ϥÿŰĳŅŧ�ÿ֍ࢪ�ʷࡐüęĜåۋ௰ÿՎѴģࡺೀģè÷ēĚÕ͚�ùʍՓ֚ϩģךÕďèðℵ۬߹
⅀ℶ�։֍Āىऻநʷ Ϸ֖௚ÿ͹ഫüÛ࠼ෝüûě�Ϸ֖௚ÿ܈ěࢾĐĕҡʡśűĴŭŤûúÿלяùࡺ
ೀģܕâ�நʷՓΪģæì÷৊Þďèð�

κ੼ȏ
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ೖఖ ಼༲
ⅆԸℿ⅂ૈ ŃĨ�ŢŖōŷऻΪŭŢŊħŠŋħϷ֖Ϊ௚ Ϊ௚৉֚ف׷�൪৉Ý

െׁ ⅑ⅽↃⅰⅺⅳℭⅲⅳⅵↀⅳⅳℭⅾↀⅽⅵↀⅯⅻℭĕ؇֍ÿΪ֚ࡐ൪üõÞʍՓ֚ϩ

ਃԒׁÿŃĨ�ŢŖōŷऻΪϷ֖Ϊ௚ęě�Ϸ֖Ϊ௚৉ûĚĄü֚ف׷൪৉Ýെׁæĝ�ൺׁІÿΪ֚ࡐ
൪üõÕ÷ʍՓ֚ϩÝךĠĝďèð�౾૙ੇÿΪ֚ࡐ൪ۢ࡫ģΠ૑è�؇֍�Ϊ௚ࡐ�ʷࡐൺుģत޹ù
èðՎܢśűĴŭŤÿΚऻģ࠘ě�֚൪ģࠞࠄè÷Õàäùø׭ʍèďèð�ńŚů�ŋħĴŮ�śűĴ
ŭŤüõÕ÷ÿҔђģࠄĒ�ęěۡÿרÕҡʡÿਃҍĕĴű�Ŕůûلࠇÿʡࡆÿۢեü֦â÷�ऻకܺ
ۢèðͥђùûěďèð�

κ੼Ȑ

Ьۀ મത
ⅅԸℾ⅀ૈ"ℿ⅀ૈ ŢŖōŷऻΪՎܢśűĴŭŤℿℽℿ⅁*ⅠↂↃⅲↇℭⅣⅷↁⅷↂℭⅴⅽↀℭ⅛ↃↀↁⅷⅼⅵℭⅠↂↃⅲⅳⅼↂↁ+

Ϸ֖ΪּࢄΪࡐℿಾÝ̷ٴ

κ੼ȑ

ŃĨ�ŢŖōŷऻΪϷ֖Ϊ௚Ýة܇êĜ७ЬՎܢü�؇૙ēΪ௚⅁૙ࡐℿಾÝ̷ٴèďèð�
ȍ நʷÿՓΪĕۢܪģড়è÷�ŃĨએഋÿϷ֖ģৎࡴ೜üè�Ĵů�śøʍՓģ֚ϩêĜäùüęě�
Θ׷ÿ௼̱ĕੇࡁÿʛÕģ൛ͦêĜäùÝøÞð�
ŭŢŊħŠŋħநʷÿę×ûĳŮŊħįůĵĦģঘ߮ùêĜநʷøē�ϥ۴ÿثЬÿУěਨ×ĵĦģۢڞ
êĜ௚೧*ϻොĵĦந੝+ÝÓĜäùÝʭ޹ਘñôð�
Ȏ ऻΪޮͤĕ6ૈ౾ٲऻ۠ந7üõÕ÷�ऻࡂÿࢦø˧֔øśŰŀŷģך×Ԛ՛Āù÷ēഋʍяñôð�
ďð�⅐ↃⅺↂↃↀⅯⅺℭⅎⅱↂⅷↄⅷↂↇøĀ�ٖ૙ÿ6ৱÿࡶě7ڨüइÕ÷�6œ�Ōÿࡶě7ڨüহࢇè÷ēĚÕ
ù÷ēάèĤøēĚÙð�ऺ෫ÿńŷĽĕŃĨÿ֥ࣗըളē͹ø಴ঘüûô÷܈ěࢾĐ�௼̱֚൪ģড়é
÷ÜâÝÙÿûÕঙІÝøÞð�

130



�
������	�
�
��
��
���������
�������
���

�
����	����

��3���#!$'*�utsv�� ���2�'
*�

� ?=?B�@�@>�kfiKLFd&��
� HUOYS^Z9MU^OXVO` GaVYRV[T9B5
�rvp +i/�����%gHLNJI:>Di'*
� ?=?>�A�h>?5i�.nB5h7-
� U``]E<<bbb;PVXS[;\_OXO:a;OQ;W]<YOP\^O`\^VS_<RS`OVY<@C

[W�
_^]a
�����-
�/ �K�V
c5357�6�7�b8�64�d

131



�������
#���������������������������
������������������������ ��!�� ��������	���
����

������������"������ ������������ ���!�����������������$�$����

��	����
�
������ ��	����
�
������

���
��
�����

�
	�������	
�
�����

���
��
�����

�
	�������	
�
�����

���
	����

���
	����

���
	����
���
	����

���
	����

��� @:?@2;GA25��(MR\aYXW`Z
=E>0�(J��OJT��LU

,����

132




.
���-8� 5	N���&"%#��
+$� 4	Q[W�
_^]a
�����-
��!!/PIKU)��'c5357�9�54�d


.���&"%#��+$� PSU[W�

_^]a
���!!/*�c5357�44�53�d

133




.���&"%#��+$� PSU[W�

_^]a
���!!/*�c5357�44�53�d

4442461<DCDFBDH15357

134



�3���,'*(
�
1)�#hlmqo"
ut
sv�� ���2��i

6��hcem�8&0
w?=?A�>?�>>�x

utsv�� ���2i��4#g	�#ji'*��

135



2025 年度（R7 年度）活動報告 



2025/10/14~10/31 延世⼤学校（韓国） 学⽣短期受⼊プログラム

2025 年 10 ⽉ 14 ⽇~31 ⽇まで、韓国の延世⼤学校より、博⼠課程の学⽣ 2 名を受け⼊れました。
２⼈とも医学系研究科・器官システム創⽣学講座に配属され、オルガイイド研究に関する約 2 週間の
インターシップに参加しました。
⽇本における最先端の器官システム創成技術について、実践的な指導を受けながら学び、充実した研
修の機会となりました。
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2026/1/7~1/28 延世⼤学校（韓国） 医学部⽣短期受⼊プログラム

2026 年 1 ⽉ 7 ⽇〜28 ⽇まで、韓国の延世⼤学校より、医学部⽣ 4 名を受け⼊れました。
初めの 2 ⽇間は、微⽣物学研究所やビューマンメタバース疾患研究拠点など、本学の先端的な研究施
設を⾒学するとともに、がん病理や神経情報学分野の若⼿教授による講義を受講し、⽇韓での医療技
術や健康課題について多⾓的に体験・学習できました。
その後、医学系研究科の各教室へ配属され、約 2 週間にわたり研究実習を⾏いました。
最終⽇には、各学⽣が成果発表を⾏い、充実した有意義な短期留学プログラムとなりました。
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2026/2/20~3/1 マヒドン⼤学（タイ） ⼤学院⽣・教員短期派遣プログラム

2026 年 2 ⽉ 20 ⽇~3 ⽉ 1 ⽇まで、本学公衆衛⽣学教室の⼤学院⽣ 2 名および教員 2 名が、マヒドン⼤
学公衆衛⽣学部に訪問し、約 1 週間のフィールドワークに参加しました。
現地では、タイの医療制度やデジタル技術の活⽤について、マヒドン⼤学が提供する MPH コースを
通じて学び、充実した研修機会となりました。
さらに、両⼤学の教員間で、今後のプログラムの展開、単位互換制度、修⼠課程におけるジョインドデ
ィグリーの可能性について、幅広い意⾒交換が⾏われました。
今回の対⾯での交流を通じて、⼤学間の情報共有および連携の⼀層強化につながることが期待されま
す。
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ıŧŷŕĽ�ĦļĦśŭĽ
ℿℽℿ⅂૙ੇκ੼ష׶

τٵௗ *ĿŷŃ�৉�ŢŖōŷऻΪ⅚⅜ⅢķŷŃĳŌŕ�Łŷ+

ԡݎߺ *௡ĿŷŃ�৉�ıŧŷŕĽĦļĦśŭĽడԼΪּࢄ०੤+

͹ದොՕ*֚ف׷൪ࠞࢇࠄ൨௚Ů�ń�+

ऻىऻΪऻΪʷʝΪԙՎѴ̾డԼΪּࢄʝඁ֚ف׷൪ĿŷŃ�

ℿℽℿ⅂૙ੇκ੼::Ϊࡐ૳՗;

ⅅԸℾⅅૈ"ℿⅆૈ
ⅠↂↃⅲↇℭⅣⅷↁⅷↂℭⅴⅽↀℭ⅛ↃↀↁⅷⅼⅵℭⅠↂↃⅲⅳⅼↂↁ
Ϸ֖Ϊ௚ࡐ⅁ಾ*મ೵ ℿ૙ࡐℿಾ�⅀૙ࡐℿಾ+
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ŢŖōŷऻΪøÿՎܢøĀ߱ث�щݏģӚڊèðϷ֖ҡʡüߢĝĜ
äùÝøÞð�

ͦౘΪøĀŋħĽśŰĨĕⅣ⅟ģയÕ÷ӆૅÜĚߺԚüڬĜďøࠇ�
ढÿࣸ׃ģ൥ढਘüࣾÙĜäùÝøÞ�ҡ̾ݯÜĚĀઌĚĝûÕŮ
ĦůûΪĄģढ՛øÞð�

ķŷŘũ�Ń�ģയÕ÷೏ъϥ۴ĉÿत̔ģĻţũŰ�ĻūŷêĜ
äùēøÞ�ۢ࢟ਘûדڙඋÝഺĠĝĜäùģۢϦèð�

ঀۑģĨŷśŇŌêĜñâøûà�ĦĪŌśŇŌģড়é÷߶àΪć
ϴҙÝࡈÙĚĝ÷Ûě�ऻÞûڋԭģܕâð�

ࡔÿࡐΪ̷ٴ

ℿℽℿ⅂૙ੇκ੼::Ϊࡐ૳՗;

ℿℽℿ⅂૙ੇκ੼::Ϊܕࡐâ૊ĝ;
⅚ⅯⅶⅷⅲⅽⅺℭⅢⅼⅷↄⅳↀↁⅷↂↇℭⅠↂↃⅲↇℭⅣⅷↁⅷↂℭↂⅽℭⅢⅽↁⅯⅹⅯ*ℾℽԸℾૈ"ℾℽԸ⅀ૈ+ʷࡐⅅಾ ҡʯℾಾ

ʝඁՓΪॄك

ⅎ⅖ģκയèðૈ౾ÿʝඁ ŢŖōŷüÛâĜŋļŃůඁࠁ

ܪϷ֖ÿΪ΄ض�ʝඁ΄ض
Wࠇù౫ضತെĿŷŃ�

ঁʠడԼ W૧ࡂাడԼ௥ڥĿŷŃ�

⅑ↀ℻ℭ⅐⅕ⅎⅡⅠ⅖⅟⅖ℭ*ⅎↁↁⅷↁ℻⅝ↀⅽⅴ℻+
⅚ⅷↁↁℭⅡⅢ⅒⅛⅗ⅎ⅖ℭ*⅚ℾ+
⅚ⅷↁↁℭⅡⅎⅡⅠⅎ⅛ⅎℭ*⅚ℾ+
⅚ↀ℻ℭⅤ⅖ⅠⅢⅡⅡ⅕⅖⅝⅕ⅎⅡℭ*⅚ℾ+
⅚ↀ℻ℭ⅐⅕⅒⅒Ⅴⅎ⅛⅜⅛ℭ*⅚ℾ+
⅚ⅷↁↁℭⅠⅎⅠ⅖Ⅳ⅖⅚⅜⅛ℭ*⅚ℾ+
⅚ⅷↁↁℭ⅝⅖⅚⅝ⅎ⅘ⅎℭ*⅚ℾ+
⅚ⅷↁↁℭⅠ⅕⅜⅝⅖Ⅱⅎ⅗ⅎ⅟⅒⅒ℭ*⅚ℾ+
⅚ⅷↁↁℭⅠⅢⅡ⅕⅒⅒⅟ⅎℭ*⅚ℾ+
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ℿℽℿ⅂૙ੇκ੼:ՎѴ֚൪;
Ⅱⅶⅳℭ⅛Ↄↀↁⅷⅼⅵℭ⅐ⅳⅼↂⅳↀℭⅴⅽↀℭⅎⅵⅳⅷⅼⅵℭⅤⅳⅺⅺℭⅯↂℭↂⅶⅳℭ⅟ⅯⅻⅯↂⅶⅷⅰⅽⅲⅷ Ⅰⅱⅶⅽⅽⅺℭⅽⅴℭ⅛Ↄↀↁⅷⅼⅵℭࡷ൥л૚ Ⅴ⅒⅏ℭↁↇⅻⅾⅽↁⅷↃⅻ

⅏⅏Ↄⅷⅺⅲⅷⅼⅵⅵℭ⅐ⅯⅾⅯⅱⅷↂↇↇℭⅴⅽↀↀℭ⅖ⅼↂⅳⅵↀⅯↂⅳⅲⅲℭⅯⅼⅲⅲℭ⅝ⅳↀↁⅽⅼ℺⅐ⅳⅼↂⅳↀⅳⅲⅲℭⅎⅾⅾↀⅽⅯⅱⅶⅶℭⅷⅼⅼℭⅎⅵⅷⅼⅵ

̷ٴÜĚೳℾ⅀ℽಾ׷͸Θ࠼

ऻىऻΪऻΪʷʝΪԙՎѴ̾డԼΪּࢄҒة

ńŚůŋħĴŮ�੧ÿҡʡÿۡడ޶ùࠄ̱ࠞف׷ü֦âðեঁҔђ
⅜ⅼ℺ↁⅷↂⅳℭ⅚ⅳⅳↂⅷⅼⅵℭⅴⅽↀℭↂⅶⅳℭ⅒ↁↂⅯⅰⅺⅷↁⅶⅻⅳⅼↂℭⅽⅴℭⅯℭ⅑ⅽↃⅰⅺⅳℭ⅑ⅳⅵↀⅳⅳℭ⅝ↀⅽⅵↀⅯⅻ

ℿℽℿ⅂૙ੇκ੼::ढࡈࡁ୿;

⅑ↀ℻ℭ⅝ⅽⅽⅺↁↃⅹ
⅑ↀ℻ℭ⅗ⅷↀⅯⅾⅽↀⅼ
⅑ↀ℻ℭ⅏ↃⅯⅺↃⅯⅼⅵ
⅑ↀ℻ℭⅎⅾⅷⅼↇⅯ
⅑ↀ℻ℭⅠↃⅾↀⅳⅳⅲⅯ
⅑ↀ℻ℭⅠⅷↀⅷↀⅯↂ
⅑ↀ℻ℭ⅛ⅽⅾⅾⅯↅⅯⅼ

⅑ↀ℻ ⅡⅶↃⅼↅⅯⅲⅳⅳ
⅑ↀ℻ ⅝ⅷↇⅯⅾⅽⅼⅵ
⅑ↀ℻ ⅘ↅⅯⅼⅵ
⅑ↀ℻ ⅠⅳⅳⅻⅯ

:೜ਘ;
ńŚůŋħĴŮ�൥ü֦âðՉੰࡷ
įŮıũŭŤÛęĄॣʄևϩÿ̸૧ࡅÿΠ૑

:ుృ;
եঁ౎೤üęĜतೌͥђģۢڞ
ుÿҡʡ͑ਈࣆ
൷വԹÿҒഋܢ

:Չੰમത;
ॣʄ࠮ÿࡅ׭ࡈ
̾೜त̔ÿ̸୥
ʓ؝൷വԹÿܢ
ҡʡੇࡁ�૑޶വԹÿʛÕÿࡈ൛

:Ե̀�͑ा;
ÙుÿʛÕģΠ૑דԡüЈêĜࡷੇࡁ
եۀਮøӝढਘ׭ʍüĀڬĚë
Ғ੽ՎѴÿ̸૧ࡅüõÕ÷ēʍՓ֚ϩģךÕ�
؇֍ÿ඼ԒÿԊЯùûôð
؇֍ÿՉੰ͑ाÝೀΠ̱æĝð
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ℿℽℿ⅂૙ੇκ੼ďùĒ

__śűĴŭŤࠞࠄù⅑⅑*ńŚůŋħĴŮ�+ĉÿுࡨ

• ŢŖōŷऻΪùÿतೌҔђģড়é÷�įŮıũŭŤĕܢ൷വԹÿʛÕģࡈ൛èࡷੇࡁ�ԡ߁ÿ͑ाģೀΠ̱èð

• ĦļĦʠમÿۡÿרÕҡʡ඼ԒÿРୟÿ׃঍üõûÝôð

_ۢ࢟ਘ֚൪

• Ϸ֖�డԼ௰೮üÛâĜࣆు֦ÿΪࡐ૳՗ܕ�૊*૳՗⅁ಾܕ�૊ⅅಾ+ģۢڞè�ۢ࢟ਘ֚൪ģড়é÷�Ĵű�Ŕůلࠇÿʡ
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Fig 1. Dynamic changes in IgG and IgM antibodies against dengue virus among 

COVID-19 patients between acute phase and convalescent phase (n = 118)
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�	���������!������ ��������$����" �#� ��� � "" %
੊ֆద݊߃໲ୌ͹մ݀Ͷͪ͜޴ҫָڂݜήϫʖώϩϨʖξʖү੔ϕϫήϧϞʤ୊̒Ϡʖχʥ

ү੔ϕϫήϧϞଲেͺɼҫָਫ਼ʀָޤ؅ਫ਼ɼर࢞՟ఖɼͨ͢ͱɼദ࢞՟ఖ͹ָਫ਼ͲɼͨΗͩΗ͹Ω
ϨΫϣϧϞͶຌިླྀϕϫήϧϞΝૌΊࠒ΋͞ͳͲ࣍କՆ೵੓ͳࣙૺΝ໪خླྀިͪ͢ࢨ൭Ν఑ͤڛΖɽ

ү੔ϕϫήϧϞͺؔغͶΓͮͱɼ୻غʀ஦غͳௗغɼͨ͢ͱɼξϔϩυΡήϨʖϕϫήϧϞ
ʤ����Νઅఈ͢ɼҫָਫ਼͖Δദ࢞՟ఖΉͲ࿊କཱི͢ରదͶ൅ఴͤΖިླྀΝ఑ͤڛΖɽ

ҫָ෨ΩϨΫϣϧϞ͹րร
• ̑յਫ਼वͶࣰోߦʤ΍͚͢ͺύ΢ϔϨρχʥϕϫήϧϞͲ̑Ω݆ʛ̔ϴ݆͹ోߦ

͗Ն೵͵ܙͶҫָ෨ΩϨΫϣϧϞΝրรͪ͢ʤ�
೧�
• ҫָ෨̓յਫ਼౛ͶϓΧϫʖΠρϕ͹ިླྀʤ�ʷ̐ϴ݆ʥΝ௧ՅͤΖ͞ͳ΍Ն೵ɽ

र࢞՟ఖ
• ٠Ν֋࢟͢ͱ͏Ζɽڢͪ͜޴Ͷ׷ʀϓΡʖϩχࣰसˢୱҒިླྀިٝߪ
• ζϥ΢ϱφυΡήϨʖ੏ౕͶ٠ڢͪ͜޴Ν֋࢟͢ͱ͏Ζɽ

ദ࢞՟ఖ
• ξϔϩυΡήϨʖ੏ౕ͹ෝ୴ˢζϥ΢ϱφυΡήϨʖ͹Ն೵੓Ν٠͢ڢͱ͏͚ɽ
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ҫָ෨
ҫָ෨̑յਫ਼वʁύ΢ϔϨρχϕϫήϧϞ̑Ω݆
ҫָ෨̓յਫ਼౛ʁύ΢ϔϨρχϕϫήϧϞ̏Ω݆
ҫָ෨ਫ਼ʁ�ϳࠅϫʖτʖεϥϱϕϫήϧϞ
����������ण͜೘Ηʁݥഁ

र࢞՟ఖ
୻غʀ஦غʁύ΢ϔϨρχϕϫήϧϞ�ϴ݆ʀ	ϴ݆
૮ٝߪޕʁޮ़Ӷਫ਼ָर࢞ϕϫήϧϞ
ୱҒ೟ఈʁϓΡʖϩχࣰस
΢ϱνʖϱερϕ
ζϥ΢ϱφυΡήϨʖͶ٠ڢͪ͜޴

ദ࢞՟ఖ
୻غʀ஦غʁύ΢ϔϨρχϕϫήϧϞ�ϴ݆ʀ	ϴ݆
΢ϱνʖϱερϕ
ξϔϩυΡήϨʖଲেߏ͹֨୉Ͷ٠ڢͪ͜޴
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